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こ
れ
か
ら
の
日
本
庭
園
を
築
く
若
者
達
の
笑
顔

加
藤
　
新
一
郎

北海道での講習会に参加した千葉県支部の若手会員達

今
春
、
当
支
部
（
千
葉
県
支
部
）
は
北
海
道
南
支
部
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
伝
統
庭
園
技
塾
の
会
場
に
も
な
っ
た
「
静
寂
の
郷
」
で
茅
葺
き

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
北
海
道
南
支
部
前
支
部
長
の
外
山
正
幸
講
師

の
熱
心
な
指
導
で
多
く
の
糧
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
達
が
な
ぜ

遠
く
北
の
大
地
ま
で
足
を
運
び
講
習
を
受
け
る
の
か
、
そ
の
意
義
は
、
近

年
感
じ
て
い
る
、
若
手
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
解
消
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
距
離
を
縮
め
ら
れ
る
の
か
、
お
互
い

に
理
解
し
あ
え
る
の
か
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
、
若
い
頃
の
自
分
自
身
の
経

験
も
考
え
、
県
外
の
協
会
員
の
人
達
と
の
交
流
を
通
し
て
技
術
の
習
得
を

し
な
が
ら
色
々
な
人
と
出
会
い
、
話
し
合
う
こ
と
で
自
分
の
殻
を
脱
皮
し

て
一
歩
前
へ
踏
み
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
他
支
部
と
の

交
流
の
中
で
の
共
同
作
業
は
思
わ
ぬ
完
成
品
を
生
み
出
し
ま
す
。
若
い
時

に
築
い
た
人
間
関
係
は
長
く
貴
重
な
財
産
と
な
り
、
自
然
と
笑
顔
が
ほ
こ

ろ
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
支
部
間
の
交
流
を

進
め
、
日
本
庭
園
の
更
な
る
理
解
と
日
本
庭
園
協
会
の
会
員
増
員
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
地
に
伝
統
的
な
作
庭
手
法
や
地
域
独
特
の
素
材
が
あ
り
、
作
庭
に

あ
た
っ
て
は
、
自
己
主
張
す
る
前
に
そ
の
地
域
の
風
土
に
合
っ
た
材
料
や

特
色
を
生
か
し
た
庭
づ
く
り
や
管
理
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
若

者
達
が
こ
れ
か
ら
日
本
の
ど
こ
で
庭
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
交
流
を
通
し
て
見
聞
を
広
め
、
技
術
を
磨
き
、
知
識
を
得
て
く
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
本
協
会
と
し
て
も
伝
統
庭
園
技
塾
な
ど
研
修
会

を
通
し
て
、伝
統
的
な
庭
園
技
術
の
伝
承
に
は
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、

変
化
し
て
い
く
住
環
境
に
対
応
し
た
庭
園
の
形
を
探
っ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
家
業
を
継
い
で
い
く
次
世
代
に
対
し
て
の
支
援
な
ど
、
若
者

達
の
気
持
ち
を
十
分
に
理
解
し
、
本
部
・
支
部
で
有
意
義
な
事
業
を
計
画

し
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
若
者
達
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事　

千
葉
県
支
部
長
）
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一
般
社
団
法
人
日
本
庭
園
協
会
は
、
平

成
26
年
3
月
20
日
（
木
）
午
後
1
時
か
ら

東
京
・
代
々
木
の
明
治
神
宮
文
化
館
で
、

午
前
の
評
議
員
会
に
続
き
総
会
を
開
催
し

た
。

【
評
議
員
会
】　　

午
前
11
時
。
楠
の
間

　
　
　
　

司
会
＝
望
月
敬
生
常
務
理
事

　

評
議
員
42
名
中
、
出
席
42
名
（
委
任
状

出
席
20
名
）
で
、
定
款
第
二
十
一
条
に
よ

り
成
立
。
金
子
直
作
会
長
が
挨
拶
に
続
き

議
長
と
し
て
議
事
進
行
。第
一
号
議
案「
平

成
25
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
会

計
監
査
報
告
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
26

年
度
事
業
計
画
、
予
算
説
明
」、
第
三
号

議
案
「
一
般
社
団
法
人
移
行
申
請
完
了
報

告
」、
第
四
号
議
案
「
役
員
改
正
の
件
」、

第
五
号
議
案
「
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念

庭
園
築
庭
事
業
の
件
」
以
上
は
、
総
会
に

お
い
て
一
括
審
議
を
諮
る
と
い
う
事
で
可

決
。

【
総
会
】　　
　
　

午
後
一
時
。
椎
の
間　

　
　
　
　

司
会
＝
柴
田
正
文
常
務
理
事

　

正
会
員
5
0
5
名
中
出
席
者
2
6
0
名

（
委
任
状
出
席
1
7
8
名
）で
、
定
款
第

二
十
一
条
に
よ
り
成
立
。
大
平
暁
副
会
長

の
開
会
の
辞
、
金
子
会
長
の
挨
拶
、
龍
居

竹
之
介
名
誉
会
長
の
挨
拶
の
後
、
会
長
が

議
長
席
に
着
き
議
事
録
作
成
者
に
望
月
敬

生
常
務
理
事
、
議
事
録
署
名
者
に
前
川
冨

士
子
理
事
、
高
橋
良
仁
理
事
を
指
名
し
議

事
に
は
い
る
。

○
第
一
号
議
案　
「
平
成
25
年
度
事
業
報

告
、
収
支
報
告
、
会
計
監
査
報
告
の
件
」

　

事
業
報
告
＝
廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事

　

決
算
報
告
＝
高
橋
康
夫
常
務
理
事

　

監
査
報
告
＝
野
村
脩
監
事

1　

現
況
（
平
成
26
年
2
月
24
日
現
在
）

①
事
務
所
…
〒
1
6
9
―
0
0
5
1

　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一
―
六
―
三

　

フ
ェ
リ
オ
西
早
稲
田
3
0
1
号

　

電
話
…
０
３
（
3
2
0
4
）
0
5
9
5

　
　
　
　
（
F
A
X
兼
）

　

U
RL

…http://nitteikyou.org/

　

E-M
ail

…gsj20@
m

7.dion.ne.jp

②
会
員
数　

正
会
員
5
0
5
名（
10
名
増
）

　

特
別
会
員
／
名
誉
会
員
11
名（
1
名
減
）

　

維
持
会
員
4
社
（
±
0
）

　

賛
助
会
員
0
名
（
9
名
減
）

　
　

定
款
変
更
に
よ
り
正
会
員
へ

　

総
会
員
数
5
2
0
名
（
1
名
増
）

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
前
年
比

③
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会

　
（
カ
ッ
コ
内
は
委
員
長
）

本
部
委
員
会
／
総
務
委
員
会（
望
月
敬
生
）

財
務
委
員
会
（
高
橋
康
夫
）
広
報
委
員
会

（
柴
田
正
文
）
技
術
委
員
会
（
廣
瀬
慶
寛
）

鑑
賞
研
究
委
員
会
（
高
梨
節
子
）
国
際
活

動
委
員
会
（
三
橋
一
夫
）
特
別
委
員
会
／

文
化
財
指
定
庭
園
調
査
委
員
会
（
金
子
直

作
）
日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
委
員
会
（
金

子
直
作
）

③
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は
、
支
部
長
）

北
海
道
南
支
部（
坂
勝
）宮
城
県
支
部（
菊

地
正
樹
）
茨
城
県
支
部
（
飛
田
幸
男
）
栃

木
県
支
部（
新
藤
志
延
）埼
玉
県
支
部（
野

村
光
宏
）
千
葉
県
支
部
（
加
藤
新
一
郎
）

東
京
都
支
部
（
上
野
周
三
）
神
奈
川
県
支

部
（
本
川
勇
）
新
潟
県
支
部
（
伊
藤
春
男
）

石
川
県
支
部
（
武
部
外
喜
寛
）
静
岡
県
支

部
（
石
井
敬
明
）
愛
知
県
支
部
（
高
見
紀

雄
）
近
畿
支
部
（
山
田
昌
次
）
岡
山
県
支

部
（
三
宅
秀
俊
）
広
島
県
支
部
（
藤
原
忍
）

鳥
取
県
支
部（
石
亀
靖
）山
口
県
支
部（
殿

井
正
敏
）
香
川
県
支
部
（
水
本
隆
信
）

2　

事
業
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
会
議
の
開
催　

①
定
期
総
会
（
3
・

20
）
明
治
神
宮
文
化
館 

②
常
務
理
事
会

（
1
・
22
）　

本
部
事
務
室
他
他
7
回 

③

広
報
委
員
会
会
議
（
8
・
6
）
本
部
事
務

室⑵
技
術
事
業　

①
庭
園
技
術
連
続
基
礎

講
座 

（
5
・
26
）（
6
・
30
）（
7
・
28
）

（
9
・
29
）（
10
・
27
）
②
香
川
県
支
部
・

本
部
共
催
講
座
（
6
・
8
、
9
）
香
川
県

宇
多
津
町
・
愛
媛
県
新
居
浜
市
・
今
治
市

③
宮
城
県
支
部
・
本
部
共
催
伝
統
庭
園
技

塾 

（
10
・
11
～
15
）
宮
城
県
大
和
町　

覚

照
寺
④
東
京
都
支
部
・
本
部
共
催
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ
か
ら
の
庭
を

楽
し
む
」（
10
・
13
）
千
代
田
区
立
日
比

谷
図
書
文
化
館　

大
ホ
ー
ル
⑤
茨
城
県
支

部
・
本
部
共
催
講
座 

（
10
・
19
）
土
浦
市

向
上
庵

⑶
広
報
事
業　

①
「
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー

ス
」
の
発
行
第
71
号
（
1
・
20
）
第
72
号

（
3
・
15
）
第
73
号
（
7
・
31
）
第
74
号

（
11
・
30
）
②
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ス 

N
o
．12 （
2
・
14
） 

N
o
． 13 （
3
・
13
） 

N
o
．14
（
4
・
12
） 

N
o
．15 （
4
・
24
） 

N
o
．16
（
8
・
29
） 

N
o
．17 （
10
・
8
） 

N
o
．18
（
10
・
16
）

⑷
そ
の
他　

①
日
本
庭
園
協
会
創
立
95
周

平
成
二
十
六
年
度

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日
　
東
京
・
明
治
神
宮 

文
化
館

一
般
社
団
法
人

日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会
開
く

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
祝
賀
会
（
11
・

2
）
清
澄
庭
園 

大
正
記
念
館 

②
各
支
部

活
動
協
力
等

【
鑑
賞
会
事
業
】

⑴
会
議
の
開
催　

①
総
会
（
3
・
23
） 

日

本
女
子
大
学
桜
楓
2
号
館

⑵
講
演
会　

龍
居
竹
之
介
「
庭
の
顔
・
そ

の
裏
表
」（
3
・
23
）

⑶
庭
園
見
学
会　

①
春
季
見
学
会
（
5
・

16
）　

静
岡
県
（
青
山
荘
、
清
見
寺
庭
園
、

浮
月
楼
、
臨
済
寺
庭
園
な
ど
）
②
秋
季
見

学
会
（
11
・
14
、
15
）　

三
重
県
（
諸
戸

氏
庭
園
、
伊
奈
冨
神
社
庭
園
、
北
畠
氏
館

跡
庭
園
、
城
之
越
遺
跡
な
ど
）

 

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 　

①
支
部
総
会
（
1
・

9
）
②
新
年
懇
親
会
（
1
・
19
）
③
新

潟
県
支
部　

伊
藤
春
男
氏　

来
道
懇
親

会
（
9
・
28
）
静
寂
の
郷 

④
千
葉
県
支

部　

来
道
懇
親
会
（
10
・
17
）
⑤
役
員
会

（
12
・
20
）

⑵
技
術
事
業　

①
支
部
講
習
会　

石
材
の

ア
プ
ロ
ー
チ
（
5
・
26
）
静
寂
の
郷 

②

支
部
講
習
会　

水
元
と
筧
の
製
作
（
6
・

23
、
30
）
静
寂
の
郷 

③
支
部
講
習
会　

水
元
と
筧
廻
り
の
修
景
（
7
・
21
）
④
支

部
講
習
会　

静
寂
の
郷
水
害
復
旧
（
9
・

22
）（
9
・
29
）

〈
宮
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
新
年
会　

臨
時
役

員
会
（
2 

・
24
）
②
宮
城
県
支
部
発
会

式
（
6
・
15
）
③
伝
統
庭
園
技
塾
打
合
せ

（
7
・
28
）
④
役
員
会
（
11
～
12
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
伐
採
作
業　

仮
設
道
路

整
備　

資
材
運
搬 

（
8
～
10
月
）
覚
照
寺 

②
伝
統
庭
園
技
塾
（
10
・
11
～
15
）
覚
照

寺〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
お
よ
び
納

涼
祭
（
8
月
）
②
来
年
度
へ
向
け
て
会
員

勧
誘
の
会
議
（
12
月
）

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
本
部
評
議
員
会
・
総

会
（
3
・
15
）
②
役
員
会
4
回
（
3
～
12

月
）
③
支
部
総
会 （
4
・
15
） 

⑵
技
術
事
業　

①
向
上
庵
茶
会
（
4
・

8
）
土
浦
市
小
野
②
茨
城
県
支
部
・
本
部

共
催
講
座
（
向
上
庵
及
び
古
平
氏
作
庭
の

庭
） （
10
・
19
、
20
）
③
技
能
五
輪
視
察

研
修
（
11
・
23
、
24
）
東
京
都
木
場
公
園

⑶
講
演
会　

①
東
京
都
支
部
講
演
会

（
4
・
7
）
②
日
本
庭
園
協
会
95
周
年
式

典 （
11
・
2
）

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
8
回
（
1 

～
11
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
泥
深
庵
周
辺
管
理

（
2
・
17
）
い
ず
み
高
校 

②
研
修
会
準
備 

（
6
・
15
、
16
） 

い
ず
み
高
校 

③
研
修
旅

行
（
10
・
5
、
6
）
五
箇
山
・
金
沢
方
面 

④
作
品
発
表
会
（
12
・
8
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
5
回
（
4
～

3
月
）
②
支
部
長
会
及
び
日
本
庭
園
協
会

設
立
95
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
祝
賀
会

（
11
・
2
）
③
支
部
忘
年
会
（
12
・
1
）

④
支
部
総
会
（
4
・
13
）
⑤
本
部
総
会

（
3
・
20
）

⑵
技
術
事
業　

①
支
部
主
催
庭
園
技
塾

（
4
・
7
／
5
・
12
／
6
・
16
／
9
・
15
／

10
・
6
／
2
・
9
／
3
・
9
）
②
北
山
杉
剪

定
講
習
会
（
7
・
12
）
講
師　

君
和
田
健

二
氏
（
支
部
会
員
）
③
文
化
財
庭
園
管
理

の
現
状
と
あ
り
方
（
9
・
2
）
講
師 

小

石
川
後
楽
園
セ
ン
タ
ー
長 

正
田
弘
之
氏
、

常
務
理
事 

廣
瀬
慶
寛
氏 

④
東
京
都
支

部
・
本
部
共
催
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
こ
れ
か
ら
の
庭
を
楽
し
む
」（
10
・

13
）

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
数
回 

（
1
月

～
4
月
）
②
理
事
会
（
3
・
6
）
本
部 

③
本
部
総
会
（
3
・
15
）
④
幹
事
会
5
回

（
6
～
10
月
）
⑤
納
会
及
び
「
こ
れ
か
ら

の
庭
を
楽
し
む
」
パ
ネ
ラ
ー
と
打
上
げ
会

（
11
・
24
）

⑵
講
演
会　

①
「
日
本
庭
園
と
石
造
美
術

品
」
尼
﨑
博
正
先
生
「
石
工
の
技
―
創
造

す
る
伝
統
」
尼
﨑
博
正
先
生
、
西
村
金
造

氏
（
4
・
7
）
②
対
談
「
住
ま
い
と
庭
」

に
参
加　

中
山
章
氏
（
建
築
家
）
平
井
孝

幸
氏
（
支
部
幹
事
）（
4
・
13
） 

③
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ
か
ら
の
庭

を
楽
し
む
」パ
ネ
ラ
ー　

高
水
譲
二
氏（
実

業
家
） 

中
山
章
氏
（
建
築
家
）
正
木
覚
氏

（
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
榊
原
八
朗
氏
（
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
）

金
綱
重
治
氏
（
作
庭
家
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
豊
藏
均
氏
（
編
集
者
）（
10
・
13
）

日
比
谷
図
書
文
化
館 

④
95
周
年
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
（
11
・
2
）　

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
3
回
（
1
～

12
月
）
②
三
役
会
3
回
（
1
～
11
月
）
③

支
部
総
会
・
研
修
報
告
会
（
1
・
27
）
⑤

本
部
総
会
（
3
・
15
）

総会会場風景



−   4 −−   5 −

⑵
技
術
事
業　

①
庭
門
研
修
「
庭
門
を
作

る
」（
1
・
27
／
2
・
23
～
25
）
②
庭
門

敷
石
研
修
会
（
4
・
7
）
③
パ
ー
ス
作
成

研
修
会
（
6
・
18
／
7
・
23
／
8
・
8
／

8
・
23
／
9
・
3
）
④
（
公
社
）
日
本
造

園
学
会
関
東
大
会
・
パ
ネ
ル
展
示
、
金
子

副
支
部
長
・
持
田
庭
盛
会
会
長　

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
参
加

⑶
見
学
会　

福
住
豊
氏
作
庭　

三
庭
園

（
5
・
19
）

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
・
新
年
会 

（
1
・
16
）
②
役
員
会
・
支
部
総
会 （
2
・

24
）
③
役
員
会
4
回
（
4
～
9
月
）
④

役
員
会
・
田
中
泰
阿
弥
展
反
省
会
（
6
・

25
）
⑤
役
員
会
・
納
涼
会
（
8
・
23
） 

⑥

役
員
会
・
県
内
研
修
会
（
11
・
25
、
26
）

下
越
地
区

⑵
技
術
事
業　

①
県
外
研
修
（
3
・
3
～

5
）
京
都
②
貞
観
園
工
事
検
討
会
（
7
・

9
）
③
初
代
後
藤
石
水
作
庭　

峯
村
氏
庭

園　

見
学
調
査
（
10
・
5
、
6
）
④
支
部

主
催
伝
統
庭
技
塾
（
10
・
16
～
18
）
貞
観

園⑶
田
中
泰
阿
弥
研
究
会　

①
手
紙
を
読
む

会　

第
11
回
‐
5
～
第
13
回
‐
4
ま
で

11
回
（
1
～
12
月
）
②
田
中
泰
阿
弥
展

（
6
・
8
～
13
）
③
田
中
泰
阿
弥
図
録
作

成
発
刊
中
（
6
月
～
）

〈
石
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

本
部
総
会
（
3
・
15
）

⑵
講
習
会　

自
然
石
・
石
造
物
産
地
の
見

立
術
（
7
・
7
）
村
瀬
造
園
、
荒
谷
園
芸

圃
場　

講
師
支
部
役
員

⑶
研
修
会　

施
設
見
学
会　

ミ
ホ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
11
・
17
）
滋
賀
県
甲
賀
市

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
お
よ
び
研

修
旅
行
（
2
・
24
、
25
）
京
都　

旧
川
田

邸
（
小
島
佐
一
作
）
北
村
美
術
館　

天
龍

寺
茶
室　

大
安
苑（
11
代
小
川
治
兵
衛
作
）

②
役
員
会
（
8
・
24
）

⑵
技
術
事
業　

技
能
研
修　

土
塀
骨
組
み

　

腰
石
積
（
4
・
20
、
21
）
土
塀　

小
舞

（
7
・
28
）
土
塀
ド
ロ
詰
（
9
・
8
）
土
塀

屋
根　

小
舞
ド
ロ
詰
（
10
・
6
）

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会 （
2
・
16
） 

⑵
技
術
事
業　

①
「
第
2
回
石
積
み
講
座

（
基
礎
編
）」（
株
）
お
し
ゃ
楽
共
同
企
画

（
3
・
16
、
17
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材
セ

ン
タ
ー　

講
師　

鈴
木
富
幸
氏 
②
「
庭

園
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
講
座
」（
6
・
23
）

（
7
・
28
）
講
師
、
高
見
紀
雄
氏
・
今
井

佳
夫
氏 

③
「
モ
デ
ル
ガ
ー
デ
ン
制
作
石

積
み
講
座
（
基
礎
編
）」（
9
・
8
） 

④
「
モ

デ
ル
ガ
ー
デ
ン
制
作
石
積
み
講
座
（
応
用

編
）」（
10
・
13
）
⑤
「
第
3
回
石
積
み

講
座
（
応
用
編
）」
お
し
ゃ
楽
共
同
企
画

（
11
・
9
、
10
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材
セ

ン
タ
ー　

講
師　

鈴
木
富
幸
氏

⑶
講
演
会　
　
「
日
本
庭
園
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
デ
ザ
イ
ン
」（
11
・
17
）
名
古
屋
城

二
の
丸
庭
園　

名
古
屋
市
能
楽
堂　

講
師

　

野
村
勘
治
氏

〈
近
畿
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
4
・

20
）
②
役
員
会 （
7
・
26
）

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
2
・
13
）

倉
敷
市
②
本
部
総
会
（
3
・
15
）
③
支

部
総
会
（
3
・
18
）
④
支
部
長
会
（
11
・

2
）

⑵
技
術
事
業　

①
香
川
県
支
部
・
本
部
共

催
講
座
（
6
・
8
）
②
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
ー
（
11
・
10
）
鳥
取
県
湖
山
池
会
場

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
1
・

27
）
②
本
部
総
会
（
3
・
15
）
③
支
部
長

会
・
95
周
年
記
念
式
典
（
11
・
2
）
④
役

員
会
・
忘
年
会
（
12
・
15
）

⑵
技
術
事
業　

①
技
術
講
習　

石
塀

（
1
・
13 

、
20
、 

27
、 

31
／
2
・
3
、 

10
、 

17
、 

24
／
28
／
3
・
24
、 

28
、 

31
／
4
・
14

／
5
・
30
／
6
・
9
、 

16
／
7
・
21
／
8
・

18
／
9
・
15
／
10
・
20
／
11
・
17
／
12
・

15
）
＊
6
月
終
了
予
定
で
し
た
が
、
石
塀

講
習
会
続
行
中 

②
炭
焼
き
終
了
（
2
月

末
よ
り
4
・
29
）
支
部
会
員
有
志
③
香

川
県
支
部
・
本
部
共
催
講
座
（
6
・
8
、

9
）

⑶
見
学
会　

①
閑
谷
学
校
石
積（
シ
シ
垣
）

修
復
の
見
学
（
2
・
2
）

〈
鳥
取
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会 （
4 

・
20
）

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
幹
事
会 

4
回
（
1

～
10
月
）
②
支
部
総
会
（
7
・
27
）

⑵
見
学
会　

大
北
望
氏
作
庭
庭
園
（
2
・

23
、
24
）
姫
路
市

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
3
・

9
）
②
本
部
総
会
（
3
・
15
）
③
役
員
会

4
回
（
4
～
6
月
）
④
支
部
長
会
（
11
・

2
）

⑵
技
術
事
業　

①
善
通
寺
フ
ラ
ワ
ー
＆

ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
（
5 

・

18
、
19
）
②
香
川
県
支
部
・
本
部
共
催
講

座
（
6
・
8
、
9
）
坂
出
市
、
今
治
市
他

⑶
そ
の
他　

95
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
11
・
2
）

以
上
の
報
告
に
続
い
て
決
算
報
告
と
監
査

報
告
が
行
わ
れ
た
結
果
、
満
場
異
議
な
く

了
承
、
第
一
号
は
可
決
し
た
。

○
第
二
号
議
案「
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、

予
算
説
明
」

　

計
画
説
明
＝
廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事

　

予
算
説
明
＝
高
橋
康
夫
常
務
理
事

平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
本
部
事
業
の
推
進　

①
「
一
般
社
団
法

人
」
が
認
定
さ
れ
、
そ
の
主
旨
で
あ
る
公

益
目
的
事
業
を
、
よ
り
積
極
的
に
展
開
す

る
。
具
体
的
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内

容
を
充
実
さ
せ
、
庭
園
協
会
の
活
動
の
意

義
と
魅
力
を
広
く
一
般
に
周
知
さ
せ
、
会

員
の
増
加
と
一
般
参
加
の
機
会
を
増
や

す
。
そ
し
て
継
続
事
業
と
し
て
、
鑑
賞
会

の
庭
園
趣
味
の
普
及
、
庭
園
技
塾
、
若
手

技
術
者
の
育
成
、
海
外
国
際
活
動
へ
の
参

加
等
の
活
動
を
新
た
な
意
識
で
進
め
て
い

く
。
②
各
支
部
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に

本
部
支
部
共
催
の
講
演
会
、
見
学
会
等
を

主
催
し
、
地
方
性
を
尊
重
し
た
上
で
、
そ

の
独
自
性
の
理
解
を
深
め
、
一
般
参
加
者

へ
の
庭
園
技
術
及
び
庭
園
趣
味
の
普
及
を

図
る
。
③
日
本
庭
園
協
会
賞
、
奨
励
賞
を

贈
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
庭
園
関
係
で
貢

献
す
る
専
門
家
に
対
し
て
顕
彰
の
機
会
を

与
え
る
。
④
特
例
で
あ
る
が
、
宮
城
県
支

部
主
催
の
「
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭

園
」
の
築
庭
事
業
に
対
し
て
、
庭
園
協
会

と
し
て
そ
の
意
義
を
尊
重
し
、
積
極
的
に

事
業
の
推
進
を
図
る
。

⑵
総
会
等
の
開
催　

定
期
総
会
（
3 

・

20
）
東
京
明
治
神
宮 

文
化
館

⑶
総
務
事
業　

各
役
員
会
の
開
催
（
常
務

理
事
会
は
年
10
回
、
理
事
会
は
年
2
回
、

支
部
連
絡
協
議
会
は
年
2
回
を
予
定
） 

⑷
鑑
賞
研
究
事
業　

①
村
山
吉
廣
氏
講
演

会
「
中
国
の
庭
園
と
そ
の
詩
文
」（
3
・

15
）
日
本
女
子
大
学
桜
楓
2
号
館
②
鑑
賞

研
究
部
連
続
講
演
会
（
4
～
7
月
の
最
終

日
曜
日
）
講
師　

龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長

③
春
季
見
学
会
（
6
月
上
旬
）
京
都
方
面

④
秋
季
見
学
会
（
11
月
中
旬
）

⑸
技
術
事
業　

①
若
手
向
け
庭
園
技
術
連

続
基
礎
講
座
開
催
（
5
・
11
／
6
・
8
／

7
・
13
／
8
・
10
／
9
・
14
）
②
文
化
財

指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
参
加
（
6
・

5
～
6
）
③
宮
城
県
支
部
・
本
部
共
催　

伝
統
庭
園
技
塾
（
10
・
11
～
15
）「
東
日

本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築
庭
事
業
」
宮

城
県
大
和
市　

覚
照
寺 

④
山
口
県
支
部
・

本
部
共
催
講
座　

講
演
・
見
学
会
（
11
月
）

下
関
市
、
山
口
市

⑹
広
報
事
業　

①
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行　

第
75
号
（
1
・
31
発
行
）
を
は
じ

め
年
間
4
回
発
行
予
定 

②
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ
ニ
・

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行　

全
会
員
へ
の
葉
書
通

信　

毎
月
発
行
（
事
業
計
画
の
な
い
月
は

除
く
）
③
協
会
機
関
紙
「
庭
園
」
復
刊
第

10
号
の
刊
行
（
3
・
20
予
定
）

⑺
国
際
活
動
事
業　

北
米
日
本
庭
園
協
会

（
N
A
J
G
A
）
と
の
提
携
文
書
調
印
式

に
当
協
会
か
ら
数
名
出
席
予
定
（
10
・
16

～
18
）

 

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
懇
親
会
・

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
1
月
） 

②
支
部
長
会
議

（
2
月
）
③
支
部
役
員
会
（
3
月　

12
月
）

④
本
部
総
会
（
3
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
四
阿
製
作
及
び
護
岸

（
5
月
）
②
函
館
緑
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

③
燈
籠
製
作

⑶
見
学
会

観
楓
会
（
10
月
）

〈
宮
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
役
員
会　

決
算

報
告　

伝
統
庭
園
技
塾
の
準
備
予
定
打
合

せ
（
1
・
5
）
覚
照
寺 

②
反
省
会
（
11
月
）

③
忘
年
会
（
12
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

（
1
～
4
月
）伐
採
作
業
・
伐
採
木
の
製
材
・

作
業
小
屋
の
製
作 

②
既
存
池
の
ド
ロ
上

げ
・
仮
設
道
路
整
備
（
4
～
8
月
）
③
資

材
運
搬
（
8
～
10
月
）
④
伝
統
庭
園
技
塾

（
10
・
11
～
15
）

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
3
月
）

＊
各
支
部
の
事
業
へ
参
加
し
、
会
員
勧
誘

を
中
心
に
活
動
し
て
い
く

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
長
会
（
2
・

15
）
②
支
部
役
員
会
4
回
（
3
～
12
月
）

③
本
部
評
議
員
会
・
総
会
（
3
月
）
④
支

部
総
会
（
4
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
向
上
庵
測
量
（
9
月
）

②
庭
園
視
察
（
11
月
）

＊
本
部
鑑
賞
会
や
他
支
部
の
事
業
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

総
会
・
新
年
会
（
1
・

26
）

⑵
技
術
事
業　

①
泥
深
庵
周
辺
（
2
・

23
）
県
立
い
ず
み
高
等
学
校 

②
研
修
会

（
5
・
31
、
6
・
1
）（
8
・
23
、
24
）
県

立
い
ず
み
高
等
学
校

⑶
見
学
会　

研
修
旅
行
（
10
・
4
、
5
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
4
・

12
）
②
役
員
会
4
回
（
7
～
1
月
）
③

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
忘
年
会
（
12
・

8
）

⑵
技
術
事
業　

①
講
習
会
（
青
年
部
） 総会会場風景
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（
5
・
18
）
他
支
部
と
の
交
流 

②
支
部

主
催　

庭
園
技
塾
（
6
・
15
／
10
・
12
）

（
3
月
中
旬
）
③
茅
葺
き
屋
根
葺
き
勉
強

会
（
2
月
中
旬
）

⑶
見
学
会　

視
察
旅
行
（
11
・
16
～
18
）

支
部
間
交
流
を
計
画

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
連
絡
協
議
会

（
1
・
25
）
宮
城
県 

②
支
部
長
会
（
2
・

15
）
③
幹
事
会
（
2
・
22
）
④
理
事
会

（
3
・
5
）
⑤
本
部
総
会
（
3
・
20
）
⑥

納
会
（
11
月
）

＊
例
年
と
同
じ
く
2
か
月
に
1
回
幹
事
会

を
予
定

⑵
技
術
事
業　

①
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
予
定（
春
季
） 

②
講
演
会
予
定（
秋

季
）
③
伝
統
庭
園
技
塾
参
加
（
10
・
11
～

15
）

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会（
1
～
11
月
）

②
支
部
総
会
・
交
流
会
（
3
・
7
）
③
本

部
総
会
（
3
・
20
）

⑵
技
術
事
業　

①
庭
園
研
修
会
（
4
・
8

／
6
・
10
／
8
・
19
／
10
・
7
）

＊
4
回
の
う
ち
1
回
を
見
学
会
の
予
定

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴
技
術
事
業　

①
支
部
主
催
伝
統
庭
園
技

塾 

②
勉
強
会　

県
外
研
修
会
、
県
内
研

修
会
、
企
画
展
、
田
中
泰
阿
弥
研
究
会
・

手
紙
を
読
む
会

〈
石
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

本
部
総
会
（
3
月
）

⑵
技
術
事
業　

露
地
・
茶
室
・
喫
茶
の
心

得
講
習
会
（
6
月
頃
）

⑶
見
学
会　

施
設
見
学
会
（
10
月
頃
）
近

県
施
設

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
及
び
研
修
旅

行
（
3
・
23
、
24
）
丹
波
及
び
竹
田
城

⑵
技
術
事
業　

土
塀
（
1
・
12
、
22
）

＊
視
察
・
技
能
研
修
会
、
会
員
の
希
望
に

よ
り
随
時
開
催

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
1
・
25
） 

⑵
技
術
事
業　

第
4
回
石
積
み
講
座
（
応

用
編
）
お
し
ゃ
楽
共
同
企
画
（
3
月
）
講

師　

鈴
木
富
幸
氏　

支
部
員

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
1 

・
13
）

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴
技
術
事
業　

①
石
積
技
術
講
習
・
閑
谷

学
校
石
塀
制
作
②
炭
焼
き
（
4
月
以
降
）

⑵
見
学
会　

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
講

座
参
加

〈
島
根
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会

⑵
そ
の
他　

他
支
部
と
の
交
流
、
情
報
交
換

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
5
回
（
2
～

11
月
）
②
支
部
総
会
（
5
月
）

⑵
技
術
事
業　

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催

講
座
（
11
月
）
下
関
・
山
口

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
5
・
17
）

⑵
見
学
会　

庭
園
見
学
会
（
7
月
）

⑶
そ
の
他　

庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
11
・

23
、
24
）
愛
媛
県

○
第
三
号
議
案
「
一
般
社
団
法
人
へ
の
移

行
申
請
完
了
報
告

　

趣
旨
説
明
＝
望
月
敬
生
常
務
理
事

　

本
部
と
支
部
の
あ
り
方
及
び
会
費
納
入

方
法
の
説
明
「
評
議
員
会
」
を
「
全
国
評

議
員
会
」
に
改
め
て
新
定
款
に
定
め
、
こ

れ
ま
で
の
「
支
部
長
会
」
は
廃
止
し
て
、

新
た
に
「
日
本
庭
園
協
会
全
国
支
部
連
絡

協
議
会
」を
発
足
さ
せ
る
。
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
支
部
通
帳
名
義
変
更
の
お
願

い
」
平
成
26
年
1
月
6
日
付
け
新
法
人
移

行
に
伴
い
、
各
支
部
銀
行
通
帳
の
名
義
変

更
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
●
現
在　

（
社
）
日
本
庭
園
協
会
○
○
○
支
部
→
●

変
更
後　

日
本
庭
園
協
会
○
○
○
支
部
と

し
、
頭
の
「（
社
）」
や
「
社
団
法
人
」
を

外
し
て
く
だ
さ
い
。
※
銀
行
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
「（
社
）」
を
、
外
す
名
義
変
更
の

場
合
、
謄
本
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
。

　

日
本
庭
園
協
会
は
、
1
月
6
日
付
け
で

「
社
団
法
人
」
か
ら
「
一
般
社
団
法
人
」

へ
移
行
し
ま
し
た
が
、そ
れ
と
同
時
に「
一

般
社
団
法
人
」の
法
人
格
は
本
部
の
み
で
、

各
支
部
は
任
意
団
体
と
い
う
位
置
づ
け
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
（
支
部
ま
で
「
一
般

社
団
法
人
」
と
す
る
た
め
に
は
支
部
か
ら

も
申
請
書
類
提
出
及
び
会
計
を
本
部
に
統

一
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
支
部
活
動
の
独

自
性
・
自
由
性
を
優
先
の
た
め
）。

　

そ
の
た
め
今
年
か
ら
各
支
部
の
正
式
名

称
は
す
べ
て
「
日
本
庭
園
協
会
○
○
○
支

部
」
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
名

義
か
ら
「（
社
）」
の
文
字
が
消
え
る
だ
け

で
、
支
部
と
本
部
の
活
動
は
、
今
ま
で
と

全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
ま

す
ま
す
の
支
部
活
動
を
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
第
四
号
議
案
「
役
員
改
正
の
件
」　　

　

趣
旨
説
明
＝
望
月
敬
生
常
務
理
事

　

評
議
員
鈴
木
直
衛
氏
ご
逝
去
と
、
評
議

員　

坂
勝
氏
、
新
藤
志
延
氏
、
越
智
將
人

氏
の
新
任
。
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

○
第
五
号
議
案
「
東
日
本
大
震
災
復
興
記

念
庭
園
築
庭
事
業
」

　

昨
年
、
東
北
支
部
の
解
散
の
後
、
4
月

に
宮
城
県
支
部
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
に
5
ヶ
年
計
画
の
初
年
度
と

し
て
、こ
の
築
庭
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
多
く
が
参
加
さ
れ
、
第
一
段
階
が

見
事
に
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

素
晴
ら
し
い
企
画
で
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
済
ま
な
い
事
業
で
あ

る
こ
と
が
、
常
務
理
事
会
で
協
議
さ
れ
、

そ
の
結
果 

①
こ
の
築
庭
事
業
を
、
日
本

庭
園
協
会
の
今
ま
で
の
継
続
事
業
で
あ
る

「
伝
統
庭
園
技
塾
」
と
し
て
、
宮
城
県
支

部
・
本
部
共
催
と
し
、
全
会
員
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
技
術
習
得
の
場
と
し
て
、
参

加
費
を
募
り
、
本
部
か
ら
も
活
動
を
助
成

す
る
。
②
こ
の
築
庭
事
業
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
作
業
、
持
ち
寄
り
の
材
料

等
の
他
に
、
重
機
等
の
使
用
も
不
可
欠
で

あ
り
、
様
々
な
経
費
が
か
か
る
。　
　

　

こ
の
築
庭
事
業
の
資
金
協
力
と
し
て
、

全
会
員
へ
、
一
口
五
千
円
の
寄
付
を
募
る
。

　

そ
の
結
果
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

○
第
六
号
議
案
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任

の
件
」

　

趣
旨
説
明
＝
金
子
直
作
会
長

　

総
会
議
決
事
項
の
、
常
務
理
事
会
へ
の

委
任
が
可
決
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度　

事

業
計
画
・
収
支
予
算
の
補
正
及
び
特
別
会

計
・
役
員
改
正
に
関
す
る
件
。

○
そ
の
他

　

奨
励
賞
授
与
式　

田
中
徳
夫
氏

　

講
演
「
近
作
を
語
る—

作
庭
と
ア
ー
ト

と
の
融
合
」
甲
府
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
の
季
節
に
よ
る
内
装
飾
り
付
け
と
ア
ー

ト
関
係
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
。
甲
府
銀

座
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
庭
で
樹

海
を
表
現
。

　

総
会
は
、
青
木
美
樹
子
副
会
長
の
閉
会

の
辞
で
無
事
終
了
し
た
。
引
き
続
き
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

奨励賞の授与式

アーケード街にあるとは思えないようなレストランのエントランス

富士の黒ぼく石で樹海を表現

懇親会であいさつする金子直作会長

日
帰
り
庭
園
見
学
会
の
お
誘
い

７
月
11
日
（
金
）
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
、鑑
賞
研
究
部
主
催
、

龍
居
名
誉
会
長
が
ご
同
行
、
ご
説
明

く
だ
さ
る
埼
玉
方
面
の
日
帰
り
バ
ス

見
学
会
は
、
台
風
８
号
の
接
近
に
や

む
な
く
中
止
、
少
々
涼
し
く
な
る
９

月
26
日
（
金
）
に
そ
の
ま
ま
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
延
期
と
い
た
し
ま
し
た
。

朝
8
時
半
に
新
宿
駅
西
口
工
学

院
大
学
前
に
集
合
。
遠
山
元
一
記
念

館
、
喜
多
院
、
川
越
で
昼
食
、
日
本

庭
園
協
会
初
代
会
長
で
あ
る
本
多
静

六
氏
の
記
念
館
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美

術
館
（
延
期
し
ま
し
た
日
程
が
本
来

で
し
た
ら
休
館
の
と
こ
ろ
ご
好
意
で

開
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
）
を
巡
り
、

帰
路
は
池
袋
か
新
宿
で
降
車
が
で
き

ま
す
。

一
人
で
は
な
か
な
か
行
け
な
い

見
学
コ
ー
ス
で
す
。
初
秋
の
一
日
、

ま
だ
バ
ス
は
席
の
余
裕
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
々
は
是

非
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
事
務
局

【
０
３
（
３
２
０
４
）
０
５
９
５
】

に
９
月
16
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
誘
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●
費
用
…
会
員　

１
万
３
０
０
０
円

　
　
　
　

会
員
外
１
万
６
０
０
０
円

■ 
鑑
賞
研
究
部
よ
り
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Ⅰ　事業活動収支の部
　１, 事業活動収入

Ⅱ　予備費支出

　２, 事業活動支出

①入会金収入 

　　入会金収入

②会費収入

　　受取会費

③事業収益

　　総会・評議委員会収入

　　連続講座収入

　　95周年シンポジウム収入

④寄付金収入

　　受取寄付金

⑤雑収益

　　受取利息

　　書籍販売収入

　　書籍寄附収入

　　事業活動収入計

　　事業活動収入計

　事業活動支出計

　事業活動収支差額

　当期収支差額

　前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

　①事業活動支出計

　　会報発行印刷配布費

　　活動振興費

　　鑑賞会賛助金

　　連続講座参加者賛助金

　　会場アルバイト代

　　会場費

　　機関紙発行編集費

　　地方講演講師旅費

　　旅費交通費

　　講師等交通費

　　地方講演講師謝礼

　　講師料

　　国際シンポジウム賛助金

　　95周年シンポジウム支出

　　文化財指定庭園協議会費

　　事務局職員給与手当 (31.2%)

　　事務局職員交通費（31.2％）

　　通信費

　　賃借料（31.2％）

　　事務用品・消耗品費

　　消耗品費

　　　事業費支出計

　②管理費支出

　　定期総会費

　　理事会費

　　活動振興費

　　事務局職員給与手当 (68.8%)

　　事務局職員交通費（68.8％）

　　運営諸管理費

　　渉外慶弔祝賀費

　　旅費交通費

　　通信運搬費

　　文具消耗品費

　　宣伝広告費

　　光熱費

　　賃借料（68.8％）

　　租税公課

　　銀行手数料等

　　会計事務所顧問料

　　法律事務所顧問料

　　名簿作成費

　　リース料

　　諸雑費

150,000

6,558,000

160,000

525,000

0

0

67

0

7,393,067

560,000

195,500

100,000

756,250

165,120

310,000

150,000

320,000

320,000

324,500

85,000

50,000

670,315

600

90,000

164,000

378,000

400,000

0

20,000

5,059,285

8,117,600

△ 724,533

△ 724,533

2,881,824

2,157,291

700,000

0

300,000

100,000

35,000

90,000

150,000

160,000

120,000

100,000

20,000

300,000

100,000

0

0

343,750

74,880

304,685

110,000

50,000

3,058,315

120,000

6,622,000

702,000

531,000

423,000

39,000

259

6,320

186,000

8,629,579

721,936

100,027

0

719,192

154,367

135,950

235,135

321,160

177,665

421,322

84,000

49,739

619,200

600

64,830

164,000

514,500

0

14,700

0

4,498,323

8,160,576

469,003

469,003

2,881,824

3,350,827

974,658

0

401,500

457,090

100,000

255,400

160,000

134,080

394,577

108,000

326,145

70,003

280,800

0

3,662,253

30,000

△ 64,000

△ 542,000

△ 6,000

△ 423,000

△ 39,000

0

△ 192

△ 6,320

△ 186,000

△ 1,236,512

△ 161,936

95,473

100,000

37,058

10,753

174,050

△ 85,135

△ 1,160

142,335

△ 96,822

1,000

261

51,115

0

25,170

0

△ 136,500

400,000

△ 14,700

20,000

560,962

△ 42,976

△ 1,193,536

△ 1,193,536

0

△ 1,193,536

△ 274,658

0

△ 101,500

△ 232,090

50,000

124,600

160,000

△ 34,080

△ 394,577

△ 108,000

17,605

4,877

0

23,885

160,000

△ 603,938

科　　　目 予算額 決算額 差異

平成 25年度収支計算書収支計算書に対する注記
平成25年 1月 1日から平成 25年 12月 31日まで

（単位：円）１.　資金の範囲   
　　　　資金の範囲には、現金及び預金、未収会費、立替金及び未払金、前受会費、仮
受金を含めている。 
なお、前期末及び当期末残高は、下記２. に記載するとおりである。
  
２.　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳   

現金及び預金
未収会費
前払金
貯蔵品
　　　合　　計
未払金
前受会費
源泉所得税預り金
　　　合　　計
次期繰越収支差額

科　　目 前期末残高 当期末残高

4,445,824
572,000
75,000

0
5,092,824
2,211,000

0
0

2,211,000
2,881,824

3,330,180
338,000
75,000
186,000
3,929,180
470,000
52,000
56,353
578,353
3,350,827

（単位：円）

科　目 金　額 科　目 金　額

貸 借 対 照 表
平成26年 1月 5日現在 （単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１. 流動資産  
　　　　現金
　　　　普通預金
　　　　振替預金
　　　　通常預金
　　　　未収会費
　　　　前払金
　　　　貯蔵品
　 　

　　流動資産合計
　　資産合計

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債  
　　　　未払金 
　　　　前受会費
　　　　源泉所得税預り金
　　　　流動負債合計
　　　　負債合計 

Ⅲ　　正味財産の部
　　1. 一般正味財産 
　　　　　正味財産合計
　　　　　負債及び正味財産合計 

　180,834
1,564,994
1,393,229
191,123
338,000
75,000
186,000

3,929,180
3,929,180

670,000
52,000
56,353
778,353
778,353

3,150,827
3,150,827
3,929,180

科　目 金　額 科　目 金　額

貸 借 対 照 表
平成25年 12月 31日現在 （単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１. 流動資産  
　　　　現金
　　　　普通預金
　　　　振替預金
　　　　通常預金
　　　　未収会費
　　　　前払金
　　　　貯蔵品
　 　

　　流動資産合計
　　資産合計

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債  
　　　　未払金 
　　　　前受会費
　　　　源泉所得税預り金
　　　　流動負債合計
　　　　負債合計 

Ⅲ　　正味財産の部
　　1. 一般正味財産 
　　　　　正味財産合計
　　　　　負債及び正味財産合計 

　180,834
1,564,994
1,393,229
191,123
338,000
75,000
186,000

3,929,180
3,929,180

670,000
52,000
56,353
778,353
778,353

3,150,827
3,150,827
3,929,180

平成 26年 1月 5日現在
（単位：円）

正味財産増減計算書
平成25年 1月 1日から平成 25年 12月 31日まで

120,000

6,622,000

702,000
531,000
423,000

39,000

259
6,320

186,000
8,629,579

 
 

974,658
401,500
457,090
100,000
255,400
160,000
134,080
394,577
108,000
326,145
70,003
280,800

 
721,936
100,027
719,192
154,367
135,950
235,135
321,160
177,665
421,322
84,000
49,739
619,200

600
64,830
164,000
514,500
14,700

8,160,576
469,003
469,003
2,881,824
3,350,827
3,350,827

Ⅰ　一般正味財産増減の部   
　　1　経常増減の部  
　　　　(1) 経常収益 
　　　　　　①受取入会金 
　　　　　　　　受取入会金
　　　　　　②受取会費 
　　　　　　　　正会員受取会費
　　　　　　③事業収益 
　　　　　　　　総会・評議委員会収入
　　　　　　　　連続講座収入
　　　　　　　　95周年シンポジウム収入
　　　　　　④受取寄付金
 　受取寄付金
　　　　　　⑤雑収益 
　　　　　　　　受取利息
　　　　　　　　雑収益
　　　　　　　　書籍寄附収入
　　　　　　経常収益計 
　　　　(2) 経常費用 
　　　　　　①事業費 
 会報発行印刷配布費
 鑑賞会賛助金
 連続講座参加者賛助金
 機関紙発行編集費
 地方講演講師旅費
 地方講演講師謝礼
 国際シンポジウム賛助金
 95 周年シンポジウム支出
 文化財指定庭園協議会費
 事務局職員給与手当 (31.2%)
 事務局職員交通費（31.2％）
 賃借料（31.2％）
　　　　　　②管理費 
　　　　　　 定期総会費
 理事会費
 事務局職員給与手当 (68.8%)
 事務局職員交通費（68.8％）
 運営諸管理費
 渉外慶弔祝賀費
 旅費交通費
 通信運搬費
 文具消耗品費
 宣伝広告費
 光熱費
 賃借料（68.8％）
 租税公課
 銀行手数料等
 会計事務所顧問料
 法律事務所顧問料
 リース料
　　　　　　経常費用計 
　　　　　　　当期経常増減額 
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 
　　　　　　　一般正味財産期首残高 
　　　　　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ　正味財産期末残高　　   

科　　　目 金　　額

（単位：円）

正味財産増減計算書
平成26年 1月 1日から平成 26年 1月 5日まで

0
 

0
 

0
0
0

 
0

 
0
0
0
0

 
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

 
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3,350,827
3,350,827
3,350,827

Ⅰ　一般正味財産増減の部   
　　1　経常増減の部  
　　　　(1) 経常収益 
　　　　　　①受取入会金 
　　　　　　　　受取入会金
　　　　　　②受取会費 
　　　　　　　　正会員受取会費
　　　　　　③事業収益 
　　　　　　　　総会・評議委員会収入
　　　　　　　　連続講座収入
　　　　　　　　95周年シンポジウム収入
　　　　　　④受取寄付金
 　受取寄付金
　　　　　　⑤雑収益 
　　　　　　　　受取利息
　　　　　　　　雑収益
　　　　　　　　書籍寄附収入
　　　　　　経常収益計 
　　　　(2) 経常費用 
　　　　　　①事業費 
 会報発行印刷配布費
 鑑賞会賛助金
 連続講座参加者賛助金
 機関紙発行編集費
 地方講演講師旅費
 地方講演講師謝礼
 国際シンポジウム賛助金
 95 周年シンポジウム支出
 文化財指定庭園協議会費
 事務局職員給与手当 (31.2%)
 事務局職員交通費（31.2％）
 賃借料（31.2％）
　　　　　　②管理費 
　　　　　　 定期総会費
 理事会費
 事務局職員給与手当 (68.8%)
 事務局職員交通費（68.8％）
 運営諸管理費
 渉外慶弔祝賀費
 旅費交通費
 通信運搬費
 文具消耗品費
 宣伝広告費
 光熱費
 賃借料（68.8％）
 租税公課
 銀行手数料等
 会計事務所顧問料
 法律事務所顧問料
 リース料
　　　　　　経常費用計 
　　　　　　　当期経常増減額 
　　　　　　　当期一般正味財産増減額 
　　　　　　　一般正味財産期首残高 
　　　　　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ　正味財産期末残高　　   

科　　　目 金　　額

（単位：円）

科　　目 金　　額

財 産 目 録
平成25年 12月 31日現在

（単位：円）

Ⅰ　資産の部    
　　１. 流動資産   
　　　　　現金預金  
　　　　　　現金手許有高  
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　江戸川橋支店　1716382
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　●●●支店　XXXXXXX
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　●●●支店　XXXXXXX
　　　　　　振替預金　ゆうちょ銀行　♯00110-5-76081
　　　　　　通常預金　ゆうちょ銀行　♯10040-50368701
　　　　　　未収会費
　　　　　　　　平成 25年分会費＠13,000×26名
　　　　　　前払金　家賃前払
　　　　　　貯蔵品「日本庭園作品集」62冊
　　　　　　資産合計
Ⅱ　負債の部
　　１. 流動負債
　　　　　　未払金※
　　　　　　前受会費
　　　　　　　　平成 26年分会費＠13,000×4名
　　　　　　源泉所得税預り金
　　　　　　負債合計
Ⅲ　正味財産   

 

 180,834
 1,488,142
 75,852
 1,000

1,393,229
191,123

 
 338,000
 75,000

186,000
3,929,180

 
 

470,000
 

 52,000
 56,353

578,353
3,350,827

※未払金内訳  

公益法人申請費用H22年分

Ｈ25年分鑑賞会補助金

95周年記念講演ﾃｰﾌﾟ起こし代

100,000

300,000

70,000

470,000

科　　目 金　　額

財 産 目 録

Ⅰ　資産の部    
　　１. 流動資産   
　　　　　現金預金  
　　　　　　現金手許有高  
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　江戸川橋支店　1716382
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　●●●支店　XXXXXXX
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　●●●支店　XXXXXXX
　　　　　　振替預金　ゆうちょ銀行　♯00110-5-76081
　　　　　　通常預金　ゆうちょ銀行　♯10040-50368701
　　　　　　未収会費
　　　　　　　　平成 25年分会費＠13,000×26名
　　　　　　前払金　家賃前払
　　　　　　貯蔵品「日本庭園作品集」62冊
　　　　　　資産合計
Ⅱ　負債の部
　　１. 流動負債
　　　　　　未払金※
　　　　　　前受会費
　　　　　　　　平成 26年分会費＠13,000×4名
　　　　　　源泉所得税預り金
　　　　　　負債合計
Ⅲ　正味財産   

 

 180,834
 1,488,142
 75,852
 1,000

1,393,229
191,123

 
 338,000
 75,000

186,000
3,929,180

 
 

470,000
 

 52,000
 56,353

578,353
3,350,827

※未払金内訳  

公益法人申請費用H22年分

Ｈ25年分鑑賞会補助金

95周年記念講演ﾃｰﾌﾟ起こし代

100,000

300,000

70,000

470,000



−   10 −−   11 −

Ⅰ　事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

①入会金収入 
　　入会金収入
②会費収入
　　受取会費
③事業収益
　　連続講座収入
　　鑑賞研究講演会
　　鑑賞研究見学会
　　庭園協会賞講演会
　　機関誌「庭園」売益（見込み）
　　広告収入（見込み）
④雑収益
　　受取利息、書籍販売収入　ほか
⑤既法人財産処分費

　　事業活動収入計

125,000

6,000,000

525,000
500,000
1,900,000
500,000
100,000
100,000

190
3,350,827
13,101,017

7,948,000
1,800,000
800,000
450,000
350,000
100,000
800,000
100,000
2,400,000
500,000
200,000
60,000
70,000
150,000
20,000

1,900,000
300,000
500,000
700,000
50,000
200,000
100,000
50,000

2,067,000
525,000
150,000
215,000
100,000
50,000
10,000
220,000
40,000
180,000
1,200,000
120,000
120,000
960,000
122,000
10,000
112,000
1,181,000

0
96,000
35,000

1,050,000
500,000

700,000
700,000
400,000
300,000
100,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

525,000
150,000
215,000
140,000

20,000

100,000
0
0

0

50,000
50,000

0

2,400,000
500,000
200,000
60,000
70,000
150,000
20,000

1,900,000
300,000
500,000
700,000
50,000
200,000
100,000
50,000

2,067,000
0
0
0

△ 40,000

△ 10,000

△ 100,000
96,000
35,000

500,000

408,848
334,312
100,000

0

122,000
10,000
112,000

96,000

150,000

6,558,000

525,000
0
0

67

7,233,067

△ 25,000
0

△ 558,000
0
0

500,000
1,900,000

0
123

3,350,827
5,867,950

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減

125,000

6,019,000

531,000

6,510

25年度実績
（手計算）

平成 26年度収支予算書
平成26年 1月 1日から平成 26年 12月 31日まで

（単位：円）

　1 事業費支出
1-1
　1-1-1
　　1-1-1-1
　　1-1-1-2
　1-1-2
　1-1-3
　1-1-4
1-2
　1-2-1　
　　1-2-1-1
　　1-2-1-2
　　1-2-1-3
　　1-2-1-4
　　1-2-1-5
　1-2-2
　　1-2-2-1
　　1-2-2-2
　　1-2-2-3
　　1-2-2-4
　　1-2-2-5
　　1-2-2-6
　　1-2-2-7
1-3
　1-3-1
　　1-3-1-1
　　1-3-1-2
　　1-3-1-3
　　1-3-1-4
　　1-3-1-5
　1-3-2
　　1-3-2-1
　　1-3-2-2
　1-3-3
　　1-3-3-1
　　1-3-3-2
　　1-3-3-3
　1-3-4
　　1-3-4-1
　　1-3-4-2
1-4
　1-4-1
　1-4-2
　1-4-3
　1-4-4
1-5

　

広報委員会費
会報発行印刷配布費
会報印刷費
会報郵送料
会報取材編集費
「庭園」発行費
協会パンフレット作成費
鑑賞研究委員会費
鑑賞研究講演会費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
鑑賞研究見学会
講師謝礼
交通機関賃借費
宿泊費
マイク・イヤホン等借上費
入園料
庭園管理者謝礼金
見学会用事務・消耗品費
技術委員会費
連続講座費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
地方講演会費（山口県）
講師謝礼
講師旅費交通費
伝統庭園技塾（仙台）
講師謝礼
講師旅費交通費
東日本大震災復興記念庭園築庭助成金
文化財指定庭園調査会費
文化財指定庭園保護協議会年会費
文庭協総会負担金
国際活動委員会費
国際シンポジウム賛助金
本部会議時国際委員交通費補助
NAJGA年会費（350ドル）
国際交流費
100周年記念事業積立金

5,069,000
600,000
70,000
15,000
15,000
500,000
177,000
10,000
130,000
3,000
20,000
14,000
245,000
220,000
25,000

1,000,000
240,000
125,000
240,000
20,000
100,000
120,000
230,000
200,000
100,000
100,000
350,000
85,000
50,000

1,143,000
975,000
168,000
50,000
40,000
284,000
164,000
120,000
10,000

560,000

195,500

1,100,000
240,000
310,000
150,000

560,000
320,000

374,500
85,000
50,000
975,000

600
90,000
542,000
164,000
378,000
250,000

40,000

△ 18,500

△ 100,000
0

△ 185,000
90,000

△ 330,000
△ 120,000

△ 24,500
0
0

168,000

△ 50,000

△ 258,000
△ 240,000

96,756
67,080
15,426
14,250

1,370
28,212
3,170
17,050
14,000

119,000
17,010

124,400
215,130
11,389
92,746
111,000
220,840

82,950
96,205
386,226
84,000
47,410

900,000
0

43,038
32,210

155,628
377,124
1,960

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 25年度実績
（手計算）　

2　管理費支出
2-1
　2-1-1
　2-1-2
　2-1-3
　2-1-4
2-2
　2-2-1
　2-2-2
　2-2-3
　2-2-4
　2-2-5
2-3
　2-3-1
　2-3-2
2-4
2-5
2-6 
2-7
　2-7-1
　2-7-2
　2-7-2
2-8
2-9 
　2-9-1
　2-9-2
2-10
2-11
2-12
2-13
　2-13-1
　2-13-1
2-14
2-15
2-16

2-17

事業活動支出計
　事業活動収支差額

　当期収支差額
　前期繰越収支差額
　次期繰越収支差額

13,017,000
84,017

84,017

84,017

定期総会費
通信運搬費（出欠葉書・荷物運搬）
総会用事務・消耗品費
総会資料印刷
庭園協会賞講演会費
本部諸会議費
通信運搬費（出欠葉書・荷物運搬）
会議時飲食代
会議用資料コピー代
会場代
地方役員交通費補助
支部委員会費
支部長会交通費半額補助
支部長会会場代
事務局職員給料
事務局職員交通費
ホームページ運営管理費
渉外慶弔祝賀費
渉外費（関係団体賛助金、接待費）
慶弔費
支部活動お祝い金
本部役員地方出張旅費交通費
通信費
郵便・配送費
電話料
事務用品・消耗品費
宣伝広告費
光熱費
賃借料
事務所家賃
コピー機リース料（新規）
租税公課費
銀行手数料等
顧問料
会計事務所顧問料
法律事務所顧問料
諸雑費

監　査　報　告　書
　下記監事３名は 一般社団法人日本庭園協会 において、会長の提出した平成 25 年度における会務の執行を総括した会費収入の「事業
活動支出」の内訳並びに「収支計算書」「正味財産増減計算書」「貸借対照表及び財産目録」等につき監査した。
　監査の結果、会務の執行は当該協会の定款に基づき誠実に行なわれており、正確に処理されていることをみとめます。
　　平成 26年　3月　3日

一般社団法人　日本庭園協会
監事　　野村　脩　　
同　　　大成　白歩
同　　　高梨　節子

平
成
26
年
3
月
15
日

鑑
賞
研
究
部

村
山
吉
廣
氏
講
演
会

い
つ
ま
で
も
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
こ

の
冬
で
し
た
が
、
や
っ
と
日
差
し
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
日
に
な
っ
た
３
月
15
日
、

日
本
女
子
大
学
桜
楓
２
号
館
に
お
い
て
、

日
本
中
国
学
会
顧
問
の
村
山
氏
に
よ
る
講

演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
村
山
氏
は
古
典

中
国
文
学
が
ご
専
門
で
、
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
、
日
本
詩
経
学
会
会
長
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
前
漢
の
武
帝
は
都
長
安
の
西
、
渭
水

の
南
に
、
宮
苑
と
し
て
の
豪
華
さ
を
備
え

た
壮
大
な
庭
園
「
上
林
苑
」
を
開
い
た
。

狩
猟
の
場
で
も
あ
り
、
ま
た
、
植
物
園
、

動
物
園
も
そ
の
中
に
あ
っ
た
。

こ
の
「
上
林
苑
」
を
題
材
と
し
た
の
が
、

司
馬
相
如
（
字
は
長
郷
）
の
「
上
林
賦
」
で
、

『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

２
．
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
王
侯

貴
族
の
贅
を
尽
く
し
た
庭
園
が
造
ら
れ
た
。

そ
の
典
型
の
一
つ
が
、
晋
の
権
力
者
石
崇

の
「
金
谷
園
」
で
あ
る
。
一
方
、
老
荘
思

想
の
流
行
な
ど
で
、
自
然
の
山
水
に
親
し

む
気
風
も
生
ま
れ
た
。
晋
の
王
義
之
の「
蘭

亭
序
」
や
陶
淵
明
の
詩
に
そ
の
理
想
が
託

さ
れ
て
い
る
。

３
．
唐
は
世
界
帝
国
と
な
り
、
玄
宗
の
時
代

に
は
繁
栄
を
謳
歌
し
た
。
玄
宗
の
皇
城
で

あ
っ
た
興
慶
宮
や
離
宮
華
清
池
も
名
高
い
。

ま
た
、
文
人
王
維
や
白
居
易
（
字
は
楽
天
）

ら
は
、
独
自
の
自
然
観
照
の
理
想
や
住
宅
論

を
実
践
し
た
。
王
維
の

川
荘
や
白
楽
天

「
中
国
の
庭
園
と
そ
の
詩
文
」

福
田 

光
子

（公財）高梨本家　上花輪歴史館所蔵の金谷園図

の
池
上
篇
に
描
か
れ

た
荘
園
の
風
致
も
特

筆
に
値
す
る
。

４
．
宋
代
に
入
る

と
、
文
運
が
盛
ん
と

な
り
、
園
林
の
構
想

も
豊
か
に
な
っ
た
。

今
で
も
観
光
名
所
と

な
っ
て
い
る
蘇
州
の

滄
浪
亭
は
、
文
人
蘇

舜
欽
が
江
南
の
水
石

を
用
い
て
営
ん
だ
庭

園
で
あ
る
。
ま
た
、

李
格
非
の
『
洛
陽
名

園
記
』
は
、
中
国
庭

園
を
叙
述
し
た
最
初
の
刊
本
で
、
当
時
洛

陽
に
あ
っ
た
19
の
名
園
が
そ
こ
に
選
ば
れ

て
お
り
、
大
政
治
家
司
馬
光
（
お
く
り
名

は
温
公
）
の
「
独
楽
園
」
に
つ
い
て
の
記

事
も
収
め
て
あ
る
。

入
念
に
準
備
下
さ
っ
た
レ
ジ
ュ
メ
に

沿
っ
て
、
詩
文
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
庭

園
の
状
況
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
生
活
信

条
、
哲
学
な
ど
を
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
時
代
と
共
に
、
権
力
者
に
よ
る
広
大

で
豪
華
な
庭
か
ら
、
精
神
性
を
尊
ぶ
庭
、

田
園
の
静
寂
を
求
め
る
庭
、
静
か
に
心
を

安
ん
ず
る
庭
へ
と
移
り
、
方
丈
記
や
桂
離

宮
な
ど
の
日
本
文
化
へ
影
響
を
与
え
た
と

い
う
お
話
で
し
た
。
お
話
い
た
だ
い
た
一

言
々
々
に
深
い
研
究
内
容
が
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
て
お
り
、
少
し
で
も
多
く
受
け
止
め

よ
う
と
必
死
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
梨
節
子
鑑
賞
研
究
委
員
長

が
ご
当
家
に
伝
わ
る
金
谷
園
の
図
を
飾
ら

れ
た
り
、
本
多
静
六
氏
の
ご
子
孫
が
ご
参

加
下
さ
っ
た
り
、
多
く
の
方
々
が
参
加
さ

れ
た
講
演
会
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

た
だ
美
し
い
と
眺
め
て
い
た
日
本
庭
園

の
奥
に
も
、
中
国
庭
園
の
壮
大
な
歴
史
と

文
化
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
、
深
く
感
銘
を

受
け
た
講
演
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
鑑
賞
研
究
部
委
員
）
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2
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

野
村 

ゆ
み

前
回
参
加
し
た
時
は
、
野
面
積
み
を
習

い
ま
し
た
が
今
回
は
小
端
積
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
！　

な
ぜ
、
小
端
積
み
を
選
択
し
た

か
と
言
う
と
、
み
な
さ
ん
に
は
怒
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
前
回

の
野
面
積
み
が
と
て
も
大
変
で
、
小
端
積

み
は
施
工
し
や
す
そ
う
に
見
え
た
か
ら
で

す
。
が
、
講
座
ス
タ
ー
ト
か
ら
30
分
、
現

実
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。
小
端
積
み

も
野
面
積
み
と
大
し
て
変
わ
ら
ず
難
し
い

じ
ゃ
な
い
か
…
と
。
石
が
小
さ
く
な
る
の

で
持
ち
運
び
や
す
い
も
の
の
、
一
つ
の
石

と
格
闘
す
る
気
合
と
根
性
は
同
等
。
そ
れ

か
ら
一
日
と
３
時
間
か
け
て
、
角
石
を
含

め
長
さ
１
８
０
セ
ン
チ
、
高
さ
40
セ
ン
チ

の
石
積
み
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
２
回
目

の
参
加
と
言
う
こ
と
で
、
ま
さ
か
の
検
定

コ
ー
ス
で
し
た
が
、
講
師
陣
の
丁
寧
な
説

明
の
お
陰
で
何
と
か
形
に
出
来
ま
し
た
。

「
石
積
み
は
感
性
で
は
な
く
、
理
論
で

積
む
」
事
を
念
頭
に
、
黒
板
を
使
っ
て
の

理
論
的
な
説
明
も
充
実
し
て
い
ま
し
た

し
、
テ
キ
ス
ト
も
分
か
り
易
く
説
明
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

夜
は
夕
食
会
を
し
つ
つ
、
予
習
復
習
も

あ
り
、
朝
か
ら
晩
ま
で
み
っ
ち
り
石
積
み
。

関
東
以
外
に
も
、
遠
く
は
福
井
県
や

福
岡
県
か
ら
も
参
加
し
て
い
て
、
本
当
に

人
気
講
座
と
い
う
こ
と
が
測
れ
ま
す
。

講
師
陣
と
お
し
ゃ
楽
さ
ん
達
の
お
陰

で
、
こ
の
石
積
み
講
座
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
も
っ
と
腕
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

  （
埼
玉
県
支
部　

正
会
員
）

「
カ
ン
カ
ン
カ
ン
！
」
と
石
頭
と
ノ
ミ

や
コ
ヤ
ス
ケ
を
使
っ
て
石
を
割
る
音
が
会

場
に
鳴
り
響
き
、
講
習
参
加
者
は
も
ち
ろ

ん
、
講
師
の
皆
さ
ん
、
会
場
を
用
意
し
て

く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
全
員
が
真
剣

な
面
持
ち
で
石
と
向
き
合
い
ま
し
た
。

11
月
、
愛
知
県
常
滑
市
に
あ
る
『
お

し
ゃ
楽
』の
置
場
に
て
、「
石
積
み
講
習
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
石
積
み
講
習
に
は
3

月
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
て
、
今
回

が
2
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
私
は

石
積
み
講
習
に
参
加
す
る
ま
で
は
、
石
積

み
を
経
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
講
習
で
は
そ
ん
な
初
心
者
の
私
に
も

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
差
し
石

の
作
法
か
ら
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
石
の

面
や
重
心
の
見
極
め
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
石
積
み
に
お
け
る
野
面
や
上

端
が
判
断
で
き
、
石
選
び
に
つ
な
が
る
と

の
事
で
す
。
差
し
石
の
作
法
を
学
ん
だ
後

は
、一
心
不
乱
に
石
積
み
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
木
曽
石
と
幡
豆
石
の
野
面
積

み
、
砂
岩
の
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
小
端
積
み
に

分
か
れ
、
暗
く
な
る
ま
で
石
と
向
き
合
っ

て
い
ま
し
た
。

1
日
目
の
夜
の
懇
親
会
の
時
に
講
師
の

鈴
木
さ
ん
か
ら
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

紙
を
渡
さ
れ
、
そ
こ
に
自
分
の
考
え
る
石

積
み
を
絵
で
描
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

不
思
議
な
も
の
で
、
私
が
描
い
た
石
積
み

の
絵
は
そ
の
日
積
ん
だ
石
積
み
と
似
て
い

て
、
大
小
の
石
を
あ
ま
り
使
わ
ず
、
中

く
ら
い
の
石
ば
か
り
が
単
調
に
並
ぶ
絵
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
石
積
み
を
絵
で

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
石
積
み
の
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
朝
か
ら
雨
で
し
た
が
、
昨
日

の
反
省
点
を
踏
ま
え
ひ
た
す
ら
石
を
割
っ

て
は
積
ん
で
、
悩
ん
で
は
戻
し
て
ま
た

割
っ
て
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
思
う
よ
う

に
石
積
み
は
進
ま
ず
、
何
度
も
心
が
折
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
囲
は
だ
ん
だ
ん

暗
く
な
り
、
他
の
参
加
者
の
方
の
石
積
み

が
ど
ん
ど
ん
完
成
し
、
焦
る
気
持
ち
と
技

術
の
未
熟
さ
に
悔
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
私
は
時
間
ま
で
に
完
成
と
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
講
習
で

石
積
み
の
こ
と
や
、
庭
に
向
き
合
う
姿
勢

な
ど
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
個
人
的
に
は
石
積
み
が
完
成
で
き

ず
、
正
直
心
残
り
も
あ
り
ま
す
。

今
回
講
師
を
し
て
頂
い
た
鈴
木
富
幸
さ

ん
、
小
泉
吉
永
さ
ん
、
兼
子
博
行
さ
ん
、

梅
村
龍
太
郎
さ
ん
、
会
場
や
色
々
お
世
話

し
て
く
れ
た
「
お
し
ゃ
楽
」
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
東
京
都
支
部　

正
会
員
）

平成 25年 11月の研修のようす

暗くなるまで石と向き合った横田春樹会員

石
に
向
き
合
う

横
田 

春
樹

も
最
初
は
石
積
み
の
パ
ズ
ル
を
ど
う
解
い

て
よ
い
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
石
積
み
の
現
場
も
な
く
、
資
材
置
き

場
で
練
習
し
て
い
た
頃
、
と
り
あ
え
ず
根

石
を
並
べ
、
そ
の
根
石
に
合
わ
せ
て
２
段

目
を
積
も
う
と
す
る
と
、
横
の
石
と
か
み

合
わ
ず
、
石
道
具
の
使
い
方
に
も
不
慣
れ

で
、石
の
ぐ
ら
つ
き
も
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
前
か
ら
薄
い
石
を
差
し
込
ん
だ
り
、
ご

ま
か
し
な
が
ら
積
ん
で
い
ま
し
た
。
四
つ

目
地
や
縦
目
地
を
避
け
よ
う
に
も
自
然
と

で
き
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に
行
き
詰
っ
て
し

ま
う
。
２
段
目
で
そ
ん
な
状
態
な
の
で
、

と
て
も
３
段
、
４
段
と
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ず
、
石
積
み
へ
の
苦
手
意
識

は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
座
の
参
加
者

の
方
を
見
て
い
る
と
、
以
前
の
私
と
同
じ

よ
う
に
、
石
積
み
の
技
術
を
学
び
た
く
て

も
な
か
な
か
経
験
を
積
む
機
会
が
な
い
人

や
、
造
園
業
や
庭
師
と
い
い
な
が
ら
石
積

み
が
苦
手
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱

え
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
石
積
み
講
座
の
特
徴
は
、
鈴
木
富
幸
流

の
石
積
み
作
法
の
分
か
り
や
す
さ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。石
の
見
方
、選
び
方
、加
工
、

変
化
の
付
け
方
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
明
確

な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
一
例
を
あ
げ
れ

ば
、
品
の
字
積
み
、
石
は
横
長
に
、
縦
目

地
は
通
さ
な
い
、
辺
と
角
で
考
え
る
、
と

い
っ
た
も
の
で
す
。
品
の
字
積
み
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
縦
目
地
が
通
る
と
は
、

具
体
的
に
い
く
つ
通
っ
た
ら
だ
め
な
の

か
、
丸
っ
こ
い
石
の
辺
と
角
は
ど
こ
な
の

か
、
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
明
確
な
理
論
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
理
論
の
上
で
、
石
の
選

び
方
や
、
加
工
の
具
合
、
水
糸
と
の
合
わ

せ
具
合
な
ど
で
色
々
な
変
化
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
３
段
積
め
れ
ば
、
５
段
で

も
10
段
で
も
同
じ
よ
う
に
積
み
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
講
師
陣
を
含
め

て
私
の
ま
わ
り
で
は
、
大
規
模
な
石
積
み

平成 25年 3月の講座参加者達

愛
知
県
支
部
主
催
の
「
実
践
！
石
積

み
講
座
」
は
、
副
支
部
長
の
鈴
木
富
幸
氏

が
中
心
と
な
り
、（
株
）
お
し
ゃ
楽
さ
ん

の
共
催
で
回
を
重
ね
、
今
年
の
春
で
第
４

回
を
迎
え
ま
し
た
。
定
員
が
12
～
15
名
ほ

ど
の
少
人
数
の
た
め
、
３
月
、
４
月
、
５

月
の
３
回
に
分
け
、
合
わ
せ
て
約
40
名
の

方
に
受
講
頂
き
ま
し
た
。
私
は
前
回
ま
で

講
師
陣
の
助
手
を
務
め
、
今
回
か
ら
は
講

師
の
一
人
と
し
て
講
座
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
立
場
か
ら
講
座
の
内

容
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

石
積
み
の
面
白
さ
は
、
大
き
さ
や
形

状
が
ラ
ン
ダ
ム
に
存
在
す
る
自
然
石
を
自

分
の
目
で
選
び
、
組
合
せ
、
時
に
は
根
気

よ
く
ハ
ツ
リ
な
が
ら
、
構
造
的
に
強
く
、

景
観
的
に
美
し
く
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま

ま
難
し
さ
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
私
自
身

「
実
践
！
石
積
み
講
座
」
に
つ
い
て

梅
村 
龍
太
郎

平
成
二
十
六
年
度

愛
知
県
支
部

実
践
！ 

石
積
み
講
座

愛
知
県
支
部
／
東
京
都
支
部

支
部
活
動
報
告

を
手
が
け
た
と
い
う
話
は
少
な
く
、
１
～

３
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
規
模
な
も
の

か
ら
、
５
～
10
平
方
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な

中
に
石
積
み
の
持
つ
味
わ
い
や
美
し
さ
を

表
現
す
る
、
景
観
重
視
の
石
積
み
作
法
の

習
得
が
講
座
の
テ
ー
マ
で
す
。
基
本
的
な

積
み
方
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
石
積
み
を

用
い
た
表
現
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
角
や

天
端
を
徹
底
的
に
ま
っ
す
ぐ
に
積
み
上
げ

て
直
線
的
な
凛
と
し
た
表
情
を
出
し
て
み

た
り
、
景
色
に
溶
け
込
む
よ
う
な
素
朴
で

さ
り
げ
な
い
表
情
を
出
し
て
み
た
り
、
弧

を
描
く
よ
う
な
石
積
み
や
、
草
花
に
合
う

花
壇
の
縁
取
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
り

手
に
よ
っ
て
様
々
な
表
現
の
可
能
性
が
あ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
一
度
参
加
さ
れ
た
方
が
、

半
年
や
一
年
空
け
て
２
回
目
、
３
回
目
と

参
加
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
徐
々
に
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
方
に
向
け
て
は
、
ま

た
一
か
ら
入
門
講
座
を
受
け
て
頂
く
の
で

は
な
く
、
よ
り
実
践
に
合
わ
せ
た
課
題
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
12
～
15
名
程
度
の
少

人
数
制
で
す
の
で
、
す
ぐ
に
定
員
が
埋

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
第
５
回
に
向
け
て
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
充
実
し
た
講
座
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

  　
　
　

   （
愛
知
県
支
部　

正
会
員
）
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多
摩
の
個
人
邸
庭
園
見
学
会
へ

娘
と
と
も
に

國
分 

基
彦

先
日
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
娘
を
連

れ
て
、
東
京
都
支
部
総
会
に
合
わ
せ
て
開

わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
伺
っ
た

中
村
寛
副
支
部
長
作
品
は
流
れ
と
池
の
お

庭
で
し
た
。
25
年
位
前
の
作
庭
と
聞
き
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
事
に
は
驚
き
一
杯
で
し
た
。
五
日
市

養
沢
の
石
を
使
い
、
40
歳
位
で
の
石
組
み

と
流
れ
の
構
成
。
特
に
石
の
据
え
方
、
気

勢
や
石
の
大
き
さ
、
高
さ
等
す
べ
て
が
美

し
く
、
私
も
将
来
こ
の
よ
う
な
庭
が
造
れ

た
ら
…
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
違
う
造
園
団
体
に
も
所
属
し
て

い
ま
す
が
、
日
本
庭
園
協
会
の
先
輩
方
の

技
術
の
高
さ
、
作
庭
に
対
す
る
考
え
方
や

思
い
を
表
現
さ
れ
て
い
る
作
品
を
解
説
付

き
で
見
学
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
あ
ち
こ
ち
で
庭
に
対
す
る
姿
勢
、
技

術
論
な
ど
白
熱
し
た
話
と
な
り
、
互
い
に

情
報
交
換
も
し
、
刺
激
し
合
え
る
仲
間
が

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
他

の
団
体
で
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
上
野
支

部
長
が
言
わ
れ
て
い
た
精
神
性
が
感
じ
ら

れ
る
庭
を
求
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
東
京
都
支
部　

正
会
員
）

か
れ
た
お
庭
の
見
学
会
へ
参
加
し
ま
し

た
。
八
王
子
の
丘
陵
に
あ
る
農
家
屋
敷
の

お
庭
を
は
じ
め
に
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
半

日
あ
ま
り
、
三
鷹
市
中
の
茶
庭
ま
で
の
小

旅
行
で
し
た
。

は
じ
め
に
訪
れ
た
八
王
子
で
は
お
屋

敷
の
山
手
に
露
地
が
あ
り
ま
し
た
。
打
ち

水
さ
れ
た
石
畳
に
み
ど
り
の
濃
さ
が
清
々

し
く
、
初
夏
の
日
差
し
か
ら
開
放
さ
れ
と

て
も
気
持
ち
よ
い
お
庭
で
し
た
。
遠
く
の

丘
陵
が
見
渡
せ
る
サ
ン
ル
ー
ム
に
も
、
も

う
ひ
と
つ
枯
山
水
の
お
庭
が
あ
り
ま
し

た
。
竹
林
を
背
景
に
ガ
ラ
ス
窓
の
向
こ
う

に
凛
と
佇
む
長
く
伸
び
た
青
い
石
が
印
象

的
で
、
き
っ
と
旦
那
さ
ん
が
大
好
き
な
八

王
子
の
風
景
に
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
さ
せ
て

こ
し
ら
え
た
お
庭
か
な
、
と
想
像
し
ま
し 平井孝幸作品の露地

雑木の棚庭　藤倉陽一作品

オープンな前庭　鈴木康幸作品

５
月
18
日
（
日
）
に
、
総
会
・
見
学

会
と
懇
親
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
40
名

以
上
の
参
加
者
と
立
川
か
ら
バ
ス
に
乗

り
、
見
学
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
上
野
周

三
支
部
長
が
作
庭
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
庭
は
、
重
厚
な
外
観
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
モ
ダ
ン
な
内
部
空
間
を
持
つ
建
物
と

調
和
し
た
も
の
で
、
丁
寧
な
仕
事
と
構
成

美
に
は
「
さ
す
が
」
と
感
心
致
し
ま
し
た
。

庭
園
見
学
会
に
参
加
し
て
思
っ
た
こ
と

木
下 

和
久

中
で
も
石
庭
と
竹
林
の
力
強
さ
が
印
象
的

で
し
た
。
鈴
木
康
幸
作
品
は
存
在
感
の
あ

る
石
積
み
の
門
柱
、
そ
こ
に
は
ポ
ス
ト
ま

で
埋
め
込
ん
で
あ
り
青
石
貼
り
の
テ
ラ

ス
、
洗
い
出
し
の
オ
ー
プ
ン
エ
ク
ス
テ
リ

ア
は
開
放
感
が
あ
り
素
材
の
使
い
方
が
、

と
て
も
う
ま
い
と
思
い
ま
し
た
。
藤
倉
陽

一
作
品
は
雑
誌
で
拝
見
し
て
い
た
通
り
の

気
配
り
、
心
配
り
が
感
じ
ら
れ
、
大
胆
な

植
栽
と
計
算
さ
れ
た
設
え
、
ウ
ッ
ド
フ
ェ

ン
ス
等
は
参
考
に
し
た
い
所
が
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
平
井
孝
幸
作
品
の
茶
庭
は
狭
い

空
間
の
中
に
露
地
の
設
え
と
要
素
が
仕
組

ん
で
あ
り
、
師
庭
（
飯
田
十
基
氏
庭
）
に

あ
っ
た
紋
飛
も
惜
し
げ
な
く
使
い
、
差
石

の
納
ま
り
や
、
弟
子
を
褒
め
た
話
な
ど
聞

く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
の
空
気
感
を
味

上野周三作品の石庭

平
成
26
年
5
月
18
日

東
京
都
支
部

庭
園
見
学
会

た
。
そ
の
後
、
わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
国

立
へ
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
五
角
形
の
植
え

込
み
が
印
象
的
な
お
庭
を
見
学
。
国
立
を

出
た
バ
ス
は
ジ
ブ
リ
の
映
画
の
舞
台
と
も

な
っ
た
聖
蹟
桜
ヶ
丘
へ
。
お
庭
は
お
宅
の

南
の
斜
面
に
立
地
し
、
棚
田
な
ら
ぬ
「
雑

木
の
棚
庭
」
で
し
た
。
風
が
吹
き
抜
け
雑

木
も
空
に
ぐ
い
ぐ
い
伸
び
る
個
性
的
な
地

形
の
お
庭
で
し
た
。
そ
の
後
、
野
川
近
く

の
お
庭
な
ど
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、
最
後

は
三
鷹
の
三
鷹
学
園
の
教
室
へ
。
平
井
さ

ん
が
、
茶
庭
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
造
ら
れ

た
と
お
っ
し
ゃ
る
庭
は
、
は
じ
め
に
訪
れ

た
八
王
子
の
露
地
と
は
打
っ
て
か
わ
り
、

稽
古
の
場
の
雰
囲
気
。
市
中
の
茶
の
庭
で

し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
庭
を
見
学
さ
せ

演
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
実
践
で
す
。

僕
は
根
石
を
思
い
切
り
よ
く
並
べ
て

い
っ
て
、
一
番
早
く
終
え
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
講
師
の
先
生
か
ら
「
基
本
が
分

か
っ
て
い
な
い
」
と
注
意
さ
れ
、
最
初
か

ら
や
り
直
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
石
を
コ
ヤ
ス
ケ
や
ノ
ミ
で
加
工
し
な

が
ら
、
隣
の
石
と
の
合
端
を
合
わ
せ
、
さ

ら
に
２
段
目
が
積
め
る
よ
う
に
根
石
を
並

べ
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
こ
と
も
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
の
に
加
え
、
石
道
具
の
扱
い
に
慣
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
初
日
に
何
と
か
根
石

を
終
え
、
夜
は
皆
で
熱
く
語
り
合
い
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
日
目
も

石
と
格
闘
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
人
よ
り
覚
え
の
悪
い
僕

は
、
何
度
も
失
敗
や
、
や
り
直
し
を
し
て
、

参
加
者
の
中
で
誰
よ
り
も
積
め
ず
、
積
み

上
が
っ
た
石
積
み
は
誰
よ
り
も
い
び
つ
で

し
た
。
し
か
し
講
師
の
先
生
と
の
距
離
感

が
す
ご
く
近
く
、
技
術
を
教
え
て
も
ら
い
、

基
本
を
教
え
て
も
ら
い
、
だ
め
な
も
の
は

だ
め
と
教
え
て
頂
き
、
何
よ
り
も
僕
に
足

り
な
か
っ
た
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
し
続

け
る
心
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
今
後
も
技
術
を
磨
き
、
出
会
っ
た
方
々

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
日
々
向

上
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
栃
木
県
支
部　

会
員
師
弟
）

平成 25年 11月の講座参加者達

こ
と
が
で
き
、
僕
は
野
面
積
み
を
選
択
し

ま
し
た
。
講
座
が
始
ま
る
と
、
い
き
な
り

石
を
積
み
始
め
る
の
で
は
な
く
、
石
の
積

み
方
の
基
本
的
な
作
法
や
、
仕
上
が
り
ま

で
の
イ
メ
ー
ジ
を
紙
に
描
く
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
根
石
か
ら
順
に
一
つ
一
つ
の
石

を
描
い
て
い
く
の
で
す
が
、
簡
単
な
よ
う

で
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
他
の
参
加
者

は
３
段
目
４
段
目
を
ど
ん
ど
ん
描
い
て
は

講
師
の
先
生
に
指
導
を
受
け
て
描
き
直
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
僕
は
根
石
は
こ

れ
で
い
い
の
か
、
２
段
目
は
こ
れ
で
い
い

の
か
と
悩
み
す
ぎ
て
全
然
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
通
り
描
き
上
げ
た
ら
、
石
道
具

の
扱
い
方
や
、
石
の
積
み
方
の
見
本
の
実

こ
の
た
び
僕
は
、
愛
知
県
支
部
主
催

の
石
積
み
講
座
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
参
加
の
き
っ
か
け
は
、
昨
年
参
加
し

た
本
部
・
宮
城
県
支
部
主
催
の
伝
統
庭
園

技
塾
で
し
た
。
全
国
か
ら
熱
き
思
い
を

持
っ
て
集
ま
っ
た
参
加
者
の
方
々
と
一
緒

に
何
日
も
過
ご
し
作
業
を
す
る
中
で
、
自

分
の
技
術
不
足
や
こ
れ
ま
で
の
仕
事
へ
の

取
組
み
の
甘
さ
を
痛
感
し
、
も
っ
と
や
っ

て
み
た
い
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
貪

欲
な
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
出
会
っ
た
仲
間
の
紹
介
で
、

こ
の
石
積
み
講
座
の
存
在
を
知
り
参
加
を

決
め
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
野
面
積
み
と

小
端
積
み
か
ら
希
望
す
る
方
を
選
択
す
る

石
積
み
講
座
に
参
加
し
て
得
た
も
の

秋
山 

敬
悟 作業終了後、一人一人の仕事を講評しているようす
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鈴
木
直
衛
氏
と
の
思
い
出

河
西 

力

若
い
語
ら
い
の
中
に
庭
の
世
界
で
生

き
て
行
こ
う
と
決
め
た
二
人
が
希
求
し
た

も
の
は
間
違
い
な
く
自
分
達
と
言
う
括
り

で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
に
宿
し
た
庭
園
思
想

に
基
づ
く
、
作
庭
家
鈴
木
直
衛
と
河
西
力

で
し
た
。

雨
降
り
の
一
日
に
、
お
茶
の
稽
古
の

あ
と
に
時
間
も
忘
れ
、
い
つ
果
て
る
と
も

な
い
語
ら
い
の
日
々
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
ど
こ
に
行
く
の
も
一
諸
、
何
を
す
る
の

も
一
諸
で
は
多
く
の
人
は
二
人
が
其
々
の

思
想
の
求
め
に
応
じ
て
今
そ
こ
に
い
る
と

い
う
大
事
な
こ
と
は
見
え
な
く
て
当
然
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
世
間
で
言
う
偶
然
、
必

然
で
言
え
ば
二
人
が
出
会
う
こ
と
は
庭
園

の
線
上
に
お
い
て
間
違
い
な
く
必
然
で

あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
証
明
は
二
人
の
も

の
で
し
か
な
い
の
で
す
が
鈴
木
直
衛
が
志

し
、
求
め
て
積
み
上
げ
た
キ
ャ
リ
ア
に
も

彼
自
身
が
希
求
す
る
本
質
的
な
も
の
は
何

一
つ
見
出
せ
な
い
ま
ま
に
い
る
よ
う
で
し

た
。
ま
た
私
も
10
年
の
庭
師
修
行
を
終
え

た
ば
か
り
の
井
の
中
の
蛙
で
、
技
術
が

あ
っ
て
も
そ
れ
を
ど
の
様
に
自
分
の
庭
園

思
想
の
働
き
に
結
実
さ
せ
れ
ば
い
い
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
し
て
あ
る
日
突

然
の
出
会
い
が
現
場
で
あ
っ
た
の
で
す
。

後
日
談
で
す
が
、
そ
の
時
の
印
象
は
尖
り

ま
く
っ
た
職
人
が
私
で
、
妙
に
落
着
い
て

大
人
び
た
風
体
が
鈴
木
氏
で
、
お
互
い
に

変
わ
っ
た
も
の
を
見
た
と
笑
い
あ
っ
た
も

の
で
し
た
。

求
め
合
っ
て
い
た
者
同
士
の
出
会
い

は
赤
い
糸
こ
そ
見
え
ま
せ
ん
が
判
る
も
の

で
す
。
私
が
や
っ
て
い
る
お
茶
の
こ
と
か

キ
ャ
ッ
プ
・
サ
ヘ
キ
さ
ん

そ
し
て
鈴
木
直
衛
さ
ん
安
ら
か
に

龍
居 
竹
之
介

今
年
、
私
は
、
そ
し
て
日
本
庭
園
協

会
は
か
け
が
え
の
な
い
国
内
外
の
お
二
人

の
知
友
を
失
っ
た
。

海
外
の
友
は
長
い
こ
と
国
際
日
本
庭

園
協
会
の
舵
取
り
を
続
け
ら
れ
た
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
在
住
の
キ
ャ
ッ
プ
・
サ
ヘ
キ
さ
ん

で
あ
り
、
国
内
の
友
は
沼
津
を
本
拠
に
多

彩
な
活
動
を
展
開
さ
れ
た
鈴
木
直
衛
さ
ん

で
あ
る
。
私
よ
り
も
ず
っ
と
年
長
の
サ
ヘ

キ
さ
ん
と
は
、
国
際
日
本
庭
園
協
会
が
活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
段
階
で
知
己
を
得
た

が
、
そ
の
最
初
か
ら
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
日

本
庭
園
へ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
、
そ
し
て

そ
れ
を
通
じ
て
日
本
の
庭
へ
の
関
心
の
深

さ
と
と
め
ど
な
い
研
究
心
に
圧
倒
さ
せ
ら

れ
た
。
そ
の
心
の
奥
に
あ
っ
た
も
の
は
、

あ
く
ま
で
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
庭
を
ど

う
す
れ
ば
よ
い
状
態
で
長
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
、そ
の
一
点
に
尽
き
て
い
た
。

だ
か
ら
日
本
へ
帰
ら
れ
る
と
、
貪
欲
に
各

地
の
庭
を
歩
き
、
そ
の
庭
の
維
持
管
理
の

あ
り
方
を
探
ろ
う
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

事
前
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
北
陸

へ
行
く
の
で
こ
れ
こ
れ
の
庭
を
見
て
き
ま

す
が
、
ほ
か
に
ど
こ
を
追
加
す
れ
ば
よ
ろ

し
い
か
？
」
と
い
っ
た
連
絡
を
頂
い
た
こ

と
だ
っ
た
。
先
の
国
際
日
本
庭
園
協
会
が

核
と
な
っ
て
世
界
各
地
の
日
本
庭
園
の
健

全
な
維
持
管
理
は
進
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
の
が
、
サ
ヘ
キ
さ
ん
終
生
の
念
願
で

あ
っ
た
が
、
日
本
式
の
庭
を
愛
す
る
と
い

う
心
根
に
は
一
分
の
揺
る
ぎ
も
な
か
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
庭
へ
の
思
い
が
、
数
こ

そ
重
ね
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
際
日

本
庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
い
う
快

挙
を
な
し
と
げ
、
成
功
を
収
め
さ
せ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
本
業
と
し
て
材
木
を
選

び
に
秋
田
に
飛
ば
れ
る
か
と
思
え
ば
、
愛

着
の
深
い
松
山
で
の
学
友
と
の
ク
ラ
ス
会

に
欠
か
さ
ず
出
席
さ
れ
る
そ
の
行
動
を
眺

め
て
い
る
と
、
い
や
で
も
〈
超
人
的
〉
と

い
う
言
葉
が
頭
に
浮
か
び
、
生
来
、
無
精

者
の
当
方
は
、
い
つ
も
反
省
を
促
さ
れ
る

ば
か
り
だ
っ
た
。
お
琴
の
先
生
で
あ
っ
た

奥
様
と
ご
一
緒
だ
と
、
こ
れ
は
ま
た
実
に

優
し
く
す
ば
ら
し
い
紳
士
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
す
に
も
た
だ
脱
帽
す
る
ば
か
り
だ
っ

た
。
い
ま
国
際
間
で
の
日
本
庭
園
の
あ
り

よ
う
は
姿
を
変
え
て
き
て
い
る
が
、
先
鞭

を
つ
け
た
の
は
サ
ヘ
キ
さ
ん
で
あ
る
こ
と

に
間
違
い
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の

人
ほ
ど
世
界
の
日
本
庭
園
の
慈
父
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
は
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

さ
て
サ
ヘ
キ
さ
ん
の
活
動
を
支
え
て

く
れ
た
日
本
の
造
園
家
も
数
多
い
が
、
鈴

木
直
衛
さ
ん
は
そ
の
先
鋒
で
あ
っ
た
。
中

で
も
体
調
を
崩
し
な
が
ら
国
際
日
本
庭
園

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
の
た
め
、
機
上
の
人

に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
い
ま
だ

に
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
私
よ
り
ず
っ
と
お

若
い
鈴
木
さ
ん
も
ま
た
、
冥
界
に
旅
立
た

れ
た
。
実
に
寂
し
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
口
惜
し
い
気
持
ち
が
全
身
を
走
っ
て

い
る
。
河
西
力
さ
ん
に
続
い
て
第
２
回
の

日
本
庭
園
協
会
賞
を
贈
る
こ
と
に
な
り
、

電
話
で
知
ら
せ
た
時
の
返
事
の
第
一
声
が

「
２
年
続
け
て
沼
津
で
い
い
ん
で
し
ょ
う

か
？
」
だ
っ
た
。
ま
た
そ
の
沼
津
の
造
園

家
の
大
先
輩
で
沼
津
御
用
邸
の
出
入
り
で

知
ら
れ
た
佐
野
廣
・
元
日
本
庭
園
協
会
評

議
員
に
と
き
お
り
電
話
す
る
と
、
そ
の
や

り
と
り
の
内
に
必
ず
「
鈴
木
が
何
か
と
い

う
と
顔
を
見
せ
て
、
話
相
手
を
し
て
く
れ

ま
し
て
ね
」
と
い
う
嬉
し
そ
う
な
言
葉
が

出
た
。
そ
の
佐
野
さ
ん
の
葬
儀
の
後
、
久

し
ぶ
り
で
鈴
木
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
話
し
込

ん
だ
ら
「
佐
野
親
方
は
じ
め
皆
さ
ん
が
、

至
ら
ぬ
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
ん
だ
な

と
、
い
ま
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
真
剣
な

表
情
で
い
い
き
っ
た
。
本
当
に
優
し
い
人

な
ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
実
際
は
鈴
木
さ
ん
ご
当
人
が

切
り
開
い
て
一
つ
の
時
代
を
生
ん
だ
の
で

あ
る
。
盃
を
傾
け
て
若
い
後
輩
た
ち
に
喝

東京での国際日本庭園シンポジウムでくつろぐサヘキさん（前列中央）

優しく庭を語る鈴木直衛さん

出会った頃いつも一緒だった

で
も
入
れ
る
よ
う
に
自
身
の
思
い
を
語
り

続
け
る
の
が
常
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し

て
独
り
よ
が
り
の
強
弁
で
は
な
か
っ
た
。

「
一
体
お
前
た
ち
は
ど
う
い
う
了
見
で
仕

事
を
し
て
い
る
ん
だ
」と
い
っ
た
思
い
が
、

そ
の
き
つ
い
言
葉
の
底
に
秘
め
ら
れ
て
い

る
と
い
っ
た
色
合
い
が
強
か
っ
た
。
一
種

の
小
言
幸
兵
衛
的
な
叱
責
と
励
ま
し
な
の

だ
が
、
そ
の
言
葉
の
数
々
に
、
目
を
開
か

せ
て
も
ら
っ
た
若
者
の
数
は
決
し
て
少
な

く
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
私
が
鈴
木
さ

ん
を
無
理
や
り
日
本
庭
園
協
会
の
技
術
委

員
長
に
引
っ
張
り
こ
み
伝
統
庭
園
技
塾
の

塾
長
を
任
せ
た
の
も
、
こ
う
し
た
優
し
さ

と
見
事
な
小
言
の
い
い
っ
ぷ
り
で
、
次
世

代
の
人
を
育
て
上
げ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら

だ
。サ

ヘ
キ
さ
ん
、
直
衛
さ
ん
、
長
い
こ

と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
お

二
人
の
優
し
さ
と
根
性
の
強
さ
を
見
習
っ

て
き
た
も
の
の
、
と
て
も
と
て
も
お
二
人

に
は
近
づ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
気
持

ち
と
し
て
は
一
生
、
お
手
本
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
得
意
の
三

喜
流
仕
込
み
の
舞
踊
「
黒
田
節
」
で
、
サ

ヘ
キ
さ
ん
の
疲
れ
を
と
っ
て
あ
げ
て
下
さ

い
。
サ
ヘ
キ
さ
ん
、
踊
る
鈴
木
さ
ん
の
手

に
す
る
大
盃
に
な
み
な
み
と
お
酒
を
つ
い

で
、
宴
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
。
ご
機
嫌

よ
う
、
そ
し
て
、
さ
よ
う
な
ら
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
名
誉
会
長
）

て
頂
き
、
ひ
と
つ
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
赤
ち
ゃ
ん
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら武蔵野の中村寛作品

れ
る
も
の
が
、
自
然
を
纏
っ
て
い
る
い
い

庭
な
の
か
な
、
と
い
う
事
で
し
た
。
都
心

に
入
る
ほ
ど
に
暑
さ
の
増
す
住
環
境
で
、

重
厚
な
生
垣
や
大
木
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
る
緑
陰
、
雑
木
や
竹
林
に
現
れ
る
風
の

そ
よ
ぎ
、
淡
々
と
湧
く
池
の
音
、
蹲
に
湛

え
ら
れ
た
清
ら
か
な
水
…
。

自
然
に
敏
感
す
ぎ
る
娘
を
連
れ
て
見
学

す
る
な
か
で
、
そ
の
土
地
、
そ
の
住
宅
に

一
番
欠
け
て
し
ま
っ
た
要
素
を
補
っ
た
り
、

住
む
人
が
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る
日
常
を

引
き
出
す
こ
と
が
、
庭
づ
く
り
の
起
点
で
、

そ
れ
を
発
見
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
お

疲
れ
様
、
娘
に
感
謝
な
一
日
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
（
東
京
都
支
部　

正
会
員
）

作業の合間のひととき
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ア
メ
リ
カ
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
市
に
本
部
を
置
く
国
際
日
本
庭
園
協

会
会
長
、
キ
ャ
ッ
プ
佐
伯
氏
が
急
逝
さ
れ

た
、
と
い
う
メ
ー
ル
が
3
月
31
日
に
あ
り

ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
90
才
に
な
ろ
う
と
い

う
お
年
で
す
が
、
元
気
な
お
声
を
3
月
中

頃
に
聞
い
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
大
変

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

佐
伯
さ
ん
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る

日
本
庭
園
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
会
の
会

長
、
理
事
を
長
年
務
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
役

職
を
退
い
た
後
に
、
自
ら
「
国
際
日
本
庭

園
協
会
」
を
１
９
９
４
年
に
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
各
地
に
造
ら
れ
て

い
る
多
く
の
日
本
庭
園
を
訪
ね
た
際
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
庭
園
が
抱
え
て
い
る
管
理
や

運
営
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
相

談
を
受
け
る
に
つ
け
、
こ
れ
ら
を
改
善
す

る
為
の
組
織
や
運
動
の
必
要
性
を
痛
感

し
、
自
ら
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
技
術

的
な
指
導
を
す
る
に
は
日
本
側
の
協
力
が

不
可
欠
な
事
で
あ
る
と
、
当
協
会
の
龍
居

キ
ャ
ッ
プ
佐
伯
さ
ん
を
偲
ん
で

三
橋 

一
夫

会
長
（
当
時
）
に
協
力
を
求
め
、
共
に
海

外
の
各
日
本
庭
園
に
内
在
す
る
諸
問
題
を

正
す
為
の
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
２
年

毎
に
交
互
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
両
国
の
提
携
が
生
れ
、
各
地
庭
園

の
管
理
面
の
充
実
や
そ
こ
で
働
く
ガ
ー
デ

ナ
ー
の
技
術
的
な
向
上
を
図
る
為
の
教
育

や
情
報
の
交
換
を
目
的
と
す
る
国
際
日
本

庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
が
具
体
的
に

計
画
さ
れ
、
第
１
回
は
佐
伯
さ
ん
が
長
く

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
日

本
庭
園
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
１
９
９
６
年
10
月
の
事
で

す
。
日
本
か
ら
は
47
名
、
大
会
全
体
の
参

加
者
は
２
５
０
名
と
い
う
盛
会
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
側
は
松
の
剪
定
、
竹
垣
、
水

琴
窟
造
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
演
を

担
当
し
、
ア
メ
リ
カ
側
参
加
者
と
の
交
流

も
活
発
に
行
わ
れ
大
成
功
で
し
た
。
佐
伯

さ
ん
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
っ
た
日
米
の

日
本
庭
園
間
の
技
術
や
情
報
交
換
の
体
系

ポートランド日本庭園前で。中央右が佐伯氏、中央左が鈴木氏、
左端は水本氏、右端が三橋氏

が
作
ら
れ
た
歴
史
的
な
瞬
間
で
す
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
１
９
９
８
年
の
東
京
・

早
稲
田
か
ら
、
京
都
、
シ
ア
ト
ル
、
東
京
、

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
そ
し
て
２
０
１
２
年
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
計
7
回
続
け
ら
れ

て
、
こ
の
間
の
佐
伯
さ
ん
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
へ
の
情
熱
は
大
変
な
も
の
で
し

た
。
今
、
思
う
と
佐
伯
さ
ん
が
国
際
日
本

庭
園
協
会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
69
才
の
時

で
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
材
木
を
輸
出

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
功
な
り
名
を
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
が
日
本
庭
園
の
愛
好
家
で
も
あ
り

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は
別
に
海
外

に
於
け
る
巡
回
技
術
指
導
も
企
画
さ
れ
、

２
０
０
０
年
に
私
と
鈴
木
直
衛
、
小
野
登

身
の
３
名
で
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
大
使
館
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
植
物
園
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
日
本
庭
園
他
を
巡
り
、
剪
定
や
石
貼
り

の
技
術
指
導
を
行
い
、
こ
れ
は
２
０
０
４

年
ま
で
続
け
ら
れ
、
各
支
部
の
若
手
に
海

外
へ
出
向
い
て
指
導
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
う
こ

う
す
る
内
に
、
今
迄
、
行
っ
て
き
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
交
流
を
深
め
て

き
た
ア
メ
リ
カ
国
内
の
日
本
庭
園
同
士
が

集
っ
て
「
北
米
日
本
庭
園
協
会
」
を
設
立

し
、
２
０
１
０
年
に
第
１
回
の
大
会
を
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
で
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
種
の
会
を
初
め
て
立
ち

上
げ
た
佐
伯
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
し
ば
ら

く
の
間
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
が
あ
っ
た

と
は
思
い
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
、
と
い

う
か
必
要
と
す
る
所
に
生
れ
た
も
の
に
は

強
い
勢
い
が
あ
り
ま
す
。
私
達
の
協
会
も

将
来
を
見
越
し
て
、
今
迄
の
海
外
活
動
の

延
長
線
上
に
北
米
日
本
庭
園
協
会
へ
の
入

会
と
提
携
を
、
と
考
え
な
が
ら
佐
伯
さ
ん

と
の
関
係
も
続
け
て
行
き
、
今
後
の
状
勢

の
変
化
に
対
応
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に
な
り
、
佐
伯

さ
ん
が
勇
退
す
る
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
10
月
に
行
わ
れ
る
シ
カ
ゴ

で
の
大
会
の
席
上
、
佐
伯
さ
ん
の
今
迄
の

功
績
に
対
し
て
表
彰
を
計
画
し
て
い
る
の

で
日
本
側
も
何
か
セ
レ
モ
ニ
ー
を
考
え
て

お
い
て
下
さ
い
、
と
い
う
通
知
が
あ
っ
た

ば
か
り
で
し
た
。

5
月
に
入
り
、
北
海
道
も
色
々
な
植

物
の
花
が
咲
き
始
め
、
落
葉
樹
の
葉
が
開

き
、
よ
う
や
く
春
ら
し
い
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
ま
だ
ま
だ
気
温
が

上
が
ら
ず
寒
い
春
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
様
な
中
、
今
年
度
最
初
の
支
部
の
講
習

会
と
し
て
、「
剪
定
に
よ
る
修
景
と
そ
れ

に
伴
う
高
所
作
業
の
方
法
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
会
場
を
名
勝
指
定
旧
岩
船
氏
庭
園
内

で
行
い
ま
し
た
。

日
頃
、
庭
を
作
り
そ
の
庭
を
育
む
べ

支
部
だ
よ
り 

⑱

桃
井 

雅
彦

北
海
道
南
支
部

雨楽会での二人

き
我
々
で
す
が
、
剪
定
に
関
し
て
忙
し
さ

に
追
わ
れ
、
機
械
的
に
剪
定
の
季
節
の
間

に
件
数
を
こ
な
し
て
い
る
の
が
現
状
で
は

な
い
か
と
思
い
、
基
礎
に
戻
っ
て
、
剪
定

に
よ
っ
て
景
色
が
ど
の
様
に
変
化
す
る
の

か
、
又
、
高
い
樹
木
の
剪
定
を
す
る
場
合

の
方
法
と
し
て
、
と
く
に
高
所
作
業
車
等

の
機
械
の
接
近
で
き
な
い
場
所
で
安
全
に

作
業
を
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
様
に
作
業

を
行
う
べ
き
か
を
皆
さ
ん
で
実
践
し
て
み

ま
し
た
。
ま
ず
皆
さ
ん
で
施
工
す
る
前
の

景
色
を
観
察
し
、
こ
れ
か
ら
剪
定
し
よ
う

と
す
る
枝
を
説
明
し
、
そ
の
枝
を
切
り
取

る
こ
と
で
、
ど
の
様
に
景
色
が
変
化
す
る

の
か
を
会
員
皆
さ
ん
で
、
施
工
前
と
施
工

後
の
変
化
を
見
て
も
ら
い
、
景
色
を
作
る

た
め
に
は
剪
定
し
た
枝
は
残
す
べ
き
な
の ツリークライミング技術を使って高木剪定をする

か
、
切
る
べ
き
な
の
か
を
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
に
考
え
方
は
あ
り
ま
す
が
、
何
か
し
ら

考
え
、感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
高
所
作
業
の
た
め
の
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技
術
を
皆
さ
ん
で
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
に
何
通
り
か
の
方
法
を

実
際
に
体
験
し
て
、
10
メ
ー
ト
ル
程
度
の

と
こ
ろ
ま
で
登
り
、
枯
枝
の
除
去
等
の
作

業
を
実
践
し
て
み
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

ザ
イ
ル
を
使
っ
て
登
る
こ
と
が
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
ず
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
午
後

か
ら
は
、
慣
れ
て
き
て
ス
ム
ー
ズ
に
登
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
樹

上
で
の
作
業
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
高
所
で
の
作
業
は
、
常
に
危
険

が
伴
い
ま
す
の
で
、
い
か
に
安
全
に
作
業

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な

り
ま
す
。昔
な
が
ら
の
方
法
で
の
作
業
は
、高所での作業は安全を最優先に神経を集中して行う

ら
茶
杓
削
り
、
竹
細
工
等
に
興
味
を
も

ち
、
付
合
い
は
急
速
に
深
ま
り
、
特
に
雨

の
日
は
朝
か
ら
晩
ま
で
私
の
家
で
茶
杓
削

り
や
竹
籠
作
り
に
熱
中
し
た
も
の
で
す
。

只
、
狭
い
私
の
家
の
こ
と
、
子
供
部
屋
を

二
人
が
占
有
し
て
し
ま
う
の
で
子
供
た
ち

に
は
迷
惑
な
事
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
彼
の
人
柄
に
子
供
た
ち
も
喜
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。深
夜
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
は
、

が
ら
ん
と
し
た
店
内
に
む
さ
く
る
し
い
男

が
、
お
か
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を
何
杯
も
啜

り
な
が
ら
イ
タ
ズ
ラ
書
き
で
使
い
き
っ
て

終
っ
た
紙
ナ
プ
キ
ン
の
お
か
わ
り
ま
で
す

る
始
末
で
、
こ
れ
ま
た
大
変
な
迷
惑
客

だ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

数
え
き
れ
な
い
語
ら
い
の
中
か
ら
雨

楽
会
が
生
ま
れ
、イ
ベ
ン
ト
「
白
暮
」
も
、

多
く
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
ま
た
庭
園
協

会
の
仕
事
も
出
来
た
の
で
す
。
一
人
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
も
二
人
だ
か
ら

出
来
た
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
二
人
に

し
か
出
来
な
い
こ
と
を
や
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
紛
れ
も
な
い
、
世
界
に
一
人
の
作

庭
家
鈴
木
直
衛
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た

私
自
身
に
は
私
の
半
分
を
こ
し
ら
え
た
鈴

今
後
は
佐
伯
さ
ん
が
作
ら
れ
た
国
際

日
本
庭
園
協
会
は
北
米
日
本
庭
園
協
会
に

合
体
し
、
佐
伯
さ
ん
の
今
迄
の
功
績
や
理

想
は
新
し
い
組
織
に
移
行
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

佐
伯
さ
ん
の
行
動
は
ア
メ
リ
カ
で
の

大
き
な
組
織
を
生
む
原
動
力
と
な
っ
た
こ

と
は
疑
い
も
な
く
、
そ
の
足
跡
は
偉
大
な

も
の
、
と
し
て
両
国
の
庭
園
関
係
者
の
記

憶
の
中
に
長
く
残
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。
長
い
間
ご
指
導
を
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

  （
理
事　

国
際
活
動
委
員
長
）

木
直
衛
が
い
る
の
で
す
か
ら
、
勝
手
な
言

い
回
し
で
す
が
、
私
が
私
で
あ
る
限
り
鈴

木
直
衛
は
亡
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評
議
員
）
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平
成
26
年
度
　
伝
統
庭
園
技
塾

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
の
『
伝
統
庭
園
技
塾
』
は
、

復
興
を
目
指
す
宮
城
県
黒
川
郡
の
地
を
教

室
と
し
、
技
術
の
伝
承
と
造
園
人
と
し
て

の
感
性
、
創
造
力
の
向
上
を
目
指
し
た
本

協
会
特
有
の
研
修
を
「
東
日
本
大
震
災
復

興
記
念
庭
園
築
庭
事
業
」
と
題
し
て
、
5

年
間
に
わ
た
る
実
技
研
修
構
想
の
第
2
回

目
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

①
期
間
…
平
成
26
年
10
月
11
日
（
土
）
～

15
日
（
水
）〈
4
泊
5
日
〉

②
定
員
…
50
名

③
資
格
…
原
則
と
し
て
（
一
社
）
日
本
庭

園
協
会
会
員
な
い
し
そ
の
子
弟 

／｢

東

日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築
庭
事
業
」

に
賛
同
す
る
も
の

④
会
場
…
覚
照
寺
（
宮
城
県
黒
川
郡
）

⑤
宿
泊
先
…
遠
藤
旅
館（
宮
城
県
黒
川
郡
）

⑥
参
加
費
…
（
宿
泊
費
、
食
費
、
懇
親
会
費
、

教
材
費
含
）
◎
協
会
員
・
子
弟
…
６
０
，

０
０
０
円
◎
会
員
以
外
…
７
０
，
０
０
０
円

⑦
申
込
方
法
…
事
務
局
ま
で
申
込
書
を
請

求
く
だ
さ
い
。

⑧
問
合
せ
先
…
◎
協
会
事
務
局　

電
話

０
３
（
３
２
０
４
）
０
５
９
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
）E-M

ail

…gsj20@
m

7.dion.ne.jp

◎
宮
城
県
支
部
事
務
局 

泉
作
庭 

熊
谷
裕

典　

電
話
０
２
２
（
３
７
９
）
２
３
０
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
（
３
７
９
）
４
１
６
６

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
以
上
今
回
の
講
習
で
は
、
１

日
と
短
い
時
間
で
し
た
が
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
考
え
方
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
庭
園
を
創
造
す

る
た
め
の
技
術
や
知
識
を
吸
収
習
得
す
る

た
め
、
全
国
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
講
習
会
を
開
催
し
、
ほ
か
の
支
部
の
講

習
会
に
も
参
加
し
な
が
ら
、
研
鑽
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
５
月
18
日
か
ら
20
日

ま
で
、外
山
正
幸
氏
所
有
の
「
静
寂
の
郷
」

に
千
葉
県
支
部
の
方
々
が
来
ら
れ
、
外
山

氏
を
講
師
に
茅
葺
き
の
講
習
会
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
南
支
部
の
会
員
も
参

加
し
、
大
変
有
意
義
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
千
葉
県
支
部
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
　　
　
　
　
（
副
支
部
長　

正
会
員
） 最初は苦戦したが、徐々に慣れてきた

東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
寄
附
に
つ
い
て
の
御
礼

高
橋 

康
夫

２
０
１
１
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
東

北
か
ら
日
本
庭
園
の
火
を
消
し
た
く
な
い
と
発
足
し
た
宮
城
県
支
部
は
、
地
元
の
覚
照
寺
の

御
協
力
を
頂
き
、
復
興
及
び
鎮
魂
と
永
遠
の
平
和
の
願
い
を
込
め
て
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
回
遊
式
日
本
庭
園
を
5
年
か
け
て
築
庭
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
平
成
25
年
か
ら
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
宮
城
県
支
部
を
応
援
す
る
た
め
に
本
部
は
第
1
回
伝
統
庭
園
技
塾
を
宮
城

県
支
部
と
共
催
で
こ
の
地
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
庭
園
を
築
き
な
が
ら
合
わ
せ
て
庭
園
技
術
も
継
承
す
る
と
い
う
未
来
に

希
望
を
持
ち
得
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
伝
統
庭
園
技
塾
の
継
続
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
て
本
格
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
3
月
に
行
わ
れ
た
日
本
庭
園
協
会
総
会
に
お
い

て
、
こ
の
事
業
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
金
子
直
作
会
長
の
名
の
も
と
に
庭
園
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
の
お
力
を
お
借
り

し
て
、
こ
の
大
規
模
な
事
業
が
一
層
円
滑
に
進
展
す
る
よ
う
ご
寄
附
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
短

期
間
に
も
関
わ
ら
ず
多
大
な
る
ご
厚
情
を
頂
き
ま
し
た
。
宮
城
県
支
部
に
対
す
る
会
員
の
皆

様
の
熱
い
・
篤
い
・
厚
い
ご
支
援
に
胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
す
。

こ
こ
に
現
在
ま
で
の
募
金
額
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
14
日
現
在

　

募
金
口
数　
　

76
名　
　
　

２
３
１
口

　

募
金
額　
　
　

１
，
１
５
５
，
０
０
０
円

復
興
記
念
庭
園
は
日
本
庭
園
協
会
創
立
１
０
０
年
の
年
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
支
援
が
必
要
で
す
。
皆
様
の
お
近
く
の
方
々
に
呼
び
掛
け
て
頂
き
、
引
き
続
き
一

層
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
も
宮
城
県
支
部
は
雨
と
蒸
し
暑
さ
、
そ
し
て
藪
蚊
の
中
で
無
報
酬
で
あ
り
な
が
ら
10

月
か
ら
始
ま
る
伝
統
庭
園
技
塾
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

伝
統
庭
園
技
塾
に
昨
年
以
上
に
多
く
の
方
が
参
加
し
て
頂
く
こ
と
が
、
宮
城
県
支
部
に

と
っ
て
も
大
き
な
支
援
に
な
り
ま
す
し
、
築
庭
を
継
続
し
て
い
く
力
に
も
な
り
ま
す
。
今
年

度
は
大
き
な
滝
石
組
に
も
挑
戦
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
伝
統
庭
園
技
塾
に
参
加
し
て
頂
き
、
現
場

の
熱
い
思
い
を
肌
で
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
更
な
る
支
援
の
輪
を
広
げ
て

頂
き
た
い
と
切
に
願
う
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
務
理
事　

財
務
委
員
長
）


